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住
吉
大
社
お
田
植
神
事
に
つ
い
て

　
〉
ω
葺
身
。
＝
冨
匹
8
コ
碧
ぎ
σ
q
団
Φ
ω
首
長
。
h
留
巨
《
。
ω
窪
∴
9
諄
9

大 小

谷野

功
　
　
龍

紀
美
子

　
音
楽
学
研
究
室
で
は
、
昭
和
五
十
三
・
五
十
四
年
の
両
年
度
に
亘
っ
て
、
大
阪

住
吉
大
社
に
伝
承
さ
れ
る
御
田
植
神
事
の
芸
能
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
住
吉
大
社
は
古
来
、
摂
津
一
之
宮
と
し
て
、
難
波
人
の
尊
崇
を
ひ
と
え
に
集
め

来
っ
た
社
で
あ
る
。
そ
れ
が
故
に
当
社
に
行
わ
れ
る
祭
祀
神
事
の
種
類
も
数
多

く
、
そ
の
中
に
は
当
社
な
ら
で
は
の
特
異
な
神
事
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の

代
表
的
な
神
事
の
一
つ
が
例
年
六
月
十
四
日
に
行
わ
れ
る
御
田
植
神
事
な
の
で
あ

る
。
御
田
植
神
事
は
通
称
「
お
ん
だ
」
、
「
お
ん
だ
ま
つ
り
」
等
と
も
い
わ
れ
、
大

阪
に
お
け
る
古
式
を
遵
守
す
る
伝
統
的
な
祭
り
と
し
て
、
又
庶
民
性
豊
か
な
祭
り

と
し
て
今
日
に
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
去
る
昭
和
五
十
四
年
に
は
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。

　
こ
の
調
査
は
本
学
に
お
い
て
開
講
し
て
い
る
音
楽
学
実
習
科
目
の
内
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
授
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
。
昭
和
四
十
三
年
度
に
は
大
谷
助
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教
授
を
中
心
と
し
て
、
音
楽
学
研
究
室
の
尾
野
尉
子
、
中
川
圭
子
助
手
、
学
生
と

し
て
音
楽
学
専
攻
三
回
生
塚
本
美
奈
子
、
内
藤
恭
子
、
古
沢
美
恵
子
音
楽
学
四
回

生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
1
1
の
9
履
習
生
等
が
、
参
加
し
、
主
と
し
て
御
田
植
神
事
に
行
わ

れ
る
芸
能
を
中
心
に
採
集
調
査
を
実
施
し
た
。
又
翌
昭
和
五
十
四
年
度
に
は
小
野

教
授
を
中
心
に
尾
野
尉
子
。
守
護
伊
都
子
両
助
手
、
音
楽
学
専
攻
四
回
生
内
藤
恭

子
、
古
沢
失
恵
子
、
同
三
回
生
小
島
美
穂
、
松
阪
結
美
子
、
水
出
三
保
等
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
っ
て
、
こ
の
神
事
の
次
第
全
般
に
亘
る
調
査
を
行
っ
た
。

　
本
論
文
に
は
、
こ
れ
ら
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
調
査
報
告
を
兼
ね
て
、
小
野

大
谷
両
教
員
の
論
考
を
ま
と
め
て
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
。
第
一
部
で
は
、
御
田

植
神
事
に
お
け
る
式
次
第
及
び
芸
能
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て
小
野
が
発
表
し
、

第
二
部
で
現
行
御
田
植
神
事
に
お
け
る
諸
芸
能
を
中
心
に
大
谷
が
発
表
す
る
。
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二

わ

住
吉
大
社
御
田
植
神
事
に
お
け
る
式
次
第
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

日
冨
o
a
興
碧
α
詳
ω
三
ω
8
円
一
〇
巴
。
冨
づ
σ
q
Φ
o
h
夢
Φ
家
8
コ
p
。
馨
ぎ
α
q
国
Φ
ω
鉱
く
巴
o
h
ω
ρ
日
折
。
ω
旨
み
巴
ω
げ
9小

野

功

龍

　
　
D
　
現
行
御
田
植
神
事
の
次
第
に
つ
い
て

　
　
（

　
住
吉
大
神
宮
の
御
田
植
神
事
は
例
年
六
月
十
四
日
当
社
境
内
の
南
端
に
位
置
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
だ

る
約
二
十
ア
ー
ル
程
の
広
さ
の
「
御
田
」
と
い
わ
れ
る
田
圃
を
中
心
に
し
て
繰
拡

げ
ら
れ
る
神
事
で
あ
る
。
そ
の
期
日
に
つ
い
て
は
往
古
か
ら
中
世
に
亘
る
間
は
特

に
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
は
す
で
に
例
年
五
月

二
十
八
日
と
定
め
ら
れ
、
そ
の
後
太
陽
暦
の
制
定
に
よ
っ
て
六
月
十
四
日
と
な
る

に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
先
ず
最
初
に
現
在
行
わ
れ
て
い
る
御
田
植
神
事
の
式
次
第
に
つ
い
て
、
昭
和
五

十
四
年
六
月
十
四
日
の
例
を
も
っ
て
そ
の
概
要
に
つ
い
て
次
第
を
追
っ
て
述
べ
て

行
き
た
い
。

　
　
　
　
ふ
ん
た
い
　
　
さ
い
は
い

　
　
A
　
温
言
、
載
歯
式

神
事
は
先
ず
紛
黛
、
載
盃
の
両
儀
式
を
以
っ
て
始
め
ら
れ
る
。

午
前
十
一
時
、

　
　
　
う
え
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ご
　
　
み
と
し
め

神
館
に
桓
女
と
し
て
奉
仕
す
る
大
阪
新
町
の
芸
妓
衆
を
初
め
稚
児
、
御
稔
女
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
じ
　
　
　
ム
く
じ

奉
仕
者
が
参
集
す
る
。
紛
黛
の
儀
と
は
、
賎
事
、
副
事
と
称
す
る
当
日
の
式
次
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
ん
た
い

を
司
ど
る
神
官
や
所
論
の
人
々
が
、
植
女
達
に
面
隠
す
な
わ
ち
植
女
と
し
て
の
粧

い
を
施
す
儀
式
な
の
で
あ
る
。
先
ず
紛
白
の
式
が
行
わ
れ
、
続
い
て
黛
の
式
が
行

わ
れ
る
。
そ
の
後
、
御
神
酒
を
戴
き
、
宜
状
を
授
か
る
金
盃
の
式
が
行
わ
れ
て
、

こ
の
儀
式
を
終
え
る
。

　
　
　
　
　
ほ
ん
で
ん
さ
い

　
　
　
B
　
本
殿
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゅ
う
ば
つ
の
ぎ

　
本
殿
祭
に
先
立
っ
て
、
本
殿
の
南
側
に
あ
る
石
舞
台
に
お
い
て
修
祓
儀
が
行

わ
れ
る
。
こ
の
儀
は
宮
司
以
下
こ
の
神
事
に
奉
仕
す
る
全
て
の
者
が
参
集
し
、
神

官
よ
り
祓
い
を
受
け
る
儀
式
で
あ
る
。

　
こ
の
後
総
員
は
四
足
門
を
経
て
第
一
本
宮
の
前
庭
に
参
集
し
、
午
前
十
一
時
を

期
し
て
本
殿
祭
が
執
行
さ
れ
る
。
そ
の
配
置
は
左
図
の
通
り
で
あ
る
。
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八
乙
女

餉
。
。
祭
員
O
O
O
O

〔
第
一
本
宮
〕

祭
員

早授机
苗受Q

O
O
O
O
O

　
楽
人

参
列
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
吉
踊

新
町
役
員〔

第
一
本
宮
庭
上
〕

講
旗
8
。
l
I
ー
ー
ー
ー
1
－
1
－
l
l
一

大
田
主
、
奉
二
者
、
替
植
女
武
者
、
雑
兵

鱒斎
女
90一一

御
稔
女

…蕉児｝一供
奴

…一

　
総
員
が
右
図
の
如
く
所
定
の
座
に
就
く
と
、
　
本
殿
の
門
扉
、
献
餓
が
行
わ
れ

る
。
次
に
祝
詞
の
奏
上
が
行
わ
れ
続
い
て
早
苗
授
受
の
儀
に
入
る
。
先
程
紛
黛
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
め

式
に
お
い
て
粧
い
を
整
え
た
八
人
の
植
女
達
が
そ
れ
ぞ
れ
神
前
に
進
み
出
で
神
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
す
い
の
じ
ゆ
じ
ゅ

か
ら
早
苗
を
受
け
る
。
こ
の
後
、
神
水
授
受
。
参
列
者
の
玉
串
拝
礼
の
儀
を
も
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
だ

て
本
殿
祭
を
終
え
、
神
事
は
い
よ
い
よ
御
田
の
式
へ
と
移
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
お
ん
だ

　
C
　
御
田
の
式

　
お
ん
だ

　
御
田
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
境
内
の
南
の
一
隅
に
位
置
し
、
約
二
十
ア
ー
ル

程
の
広
さ
を
持
っ
て
お
り
、
ほ
ぼ
円
形
を
成
し
て
い
る
。

　
下
図
の
如
く
、
御
田
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
は
約
八
メ
ー
ト
ル
四
方
の
舞
台
が
設
け

ら
れ
、
西
岸
の
畔
と
の
聞
に
は
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
ば
か
り
の
橋

が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
御
田
の
式
に
お
け
る
重
要
な
儀
式
や
芸
能
は
こ
の
舞
台
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
つ
き
で
ん

で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
又
御
田
の
北
側
に
は
五
月
殿
が
あ
り
、
こ
の
建
物
に
は
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学
生
席

一
　
般
　
席

畔
道

　
遮
　
　
↓
　
茜

当
　
4
　
鵡
　
ル

　　凪
甚　　　 甚
　　　ル

且留貼

』

舞
台

　
　
　
　
　
　
　
↓

　
　
止
　
　
“

ル
　
　
　
甚
　
　
ユ

　
些

北十一

招
待
席

新
町
席

奉
仕
者
席

特
別
招
待
巨

財
鉦
叩

入
口

招
待
席

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
め

宮
司
以
下
神
官
、
巫
女
、
植
女
等
が
控
え
る
。
五
月
殿
を
中
心
と
し
て
北
岸
一
帯

に
は
、
桟
敷
が
仮
設
さ
れ
、
新
町
廓
な
ど
こ
の
神
事
に
お
け
る
功
労
者
な
ど
を
初

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
え
う
え
め
　

ほ
う
こ
う

め
と
す
る
招
待
客
の
席
に
充
て
ら
れ
て
い
る
。
御
田
の
西
岸
に
は
替
植
女
、
奉
耕

し
や
　
す
み
よ
し
お
ど
り
　
た
う
え
お
ど
り
　
ふ
り
ゅ
う
む
し
ゃ
　
　
ぼ
う
う
ち
が
つ
せ
ん

者
、
住
吉
踊
、
田
植
踊
、
風
流
武
者
、
棒
打
合
一
等
に
参
仕
す
る
奉
仕
者
達
の
控

席
が
あ
り
、
東
岸
か
ら
南
岸
に
亘
る
間
が
一
般
拝
観
者
の
席
に
な
っ
て
い
る
。

　
又
御
田
の
周
囲
に
は
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
程
の
畔
に
も
似
た
小
径
が
周
ら
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
小
径
は
練
行
列
の
通
路
と
し
て
、
或
は
住
吉
踊
、
田
植
踊
や
単
打
合
戦

な
ど
の
演
伎
の
場
と
し
て
も
使
用
さ
れ
る
。
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四

　
御
田
の
式
の
最
初
は
、
総
員
の
御
田
へ
の
練
込
み
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
行
列
次

第
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
1
御
田
講
講
旗
　
2
供
奴
　
3
武
者
貝
吹
　
4
風
流
武
者
　
4
金
棒
　
5
楽
人

6
宮
司
以
下
神
事
諸
役
神
宮
　
7
八
乙
女
　
8
稚
児
　
9
御
稔
女
　
1
0
植
女
　
1
1

神
水
奉
持
者
　
1
2
奉
耕
者
　
1
3
替
植
女
　
1
4
住
吉
踊
踊
子
　
1
5
参
列
者

　
右
の
如
き
列
次
に
よ
っ
て
練
行
列
は
御
田
に
参
進
し
、
御
田
の
周
囲
の
畔
を
一

周
し
た
後
各
々
所
定
の
座
に
就
く
。
こ
の
練
行
列
が
御
田
に
さ
し
か
か
る
頃
に

は
、
華
や
か
に
飾
ら
れ
た
一
頭
の
黒
牛
が
、
鋤
を
引
い
て
御
田
に
降
り
、
代
掻
を

　
　
　
　
　
　
み
　
だ
す
き

行
う
。
こ
れ
を
御
田
鋤
と
い
う
。
こ
の
代
掻
は
替
植
女
が
御
田
に
降
り
田
植
を
始

め
る
直
前
迄
行
わ
れ
る
。

　
総
員
の
練
込
み
が
終
る
と
神
官
に
よ
る
御
田
修
祓
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
幣
を
捧

げ
た
神
官
が
舞
台
に
至
り
、
北
、
東
、
南
の
順
で
各
方
位
に
向
っ
て
幣
を
振
り
祓

い
浄
め
る
。

　
そ
の
後
奉
耕
者
の
長
で
あ
る
大
田
主
、
植
女
、
替
植
女
等
が
馬
事
と
共
に
舞
台

に
至
り
、
下
図
の
如
く
花
傘
を
中
心
に
立
列
し
、
早
苗
伝
授
の
儀
が
行
わ
れ
る
。

　
こ
れ
は
実
際
に
田
植
の
作
業
を
行
う
替
植
女
達
に
植
女
の
手
か
ら
早
苗
が
授
け

ら
れ
る
儀
式
で
あ
っ
て
、
田
植
の
作
業
は
こ
の
替
植
女
の
他
に
岡
引
者
と
称
さ
れ

る
男
性
の
人
達
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
植
女
は
直
接
田
植
の
作
業
に
手
を
そ
め

な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
た
ず
き

　
早
苗
授
受
の
儀
が
終
了
す
る
と
御
田
鋤
も
終
り
、
舞
台
下
の
脇
に
置
か
れ
た
太

替
植
女

新
町
組
合
長

o

OQQQOOOQ
　　　　　大
　　　　　田○

④豪・
　　　　　粟○

OOOOOOO　O
植
女

鼓
が
打
た
れ
、
こ
れ
を
合
図
に
替
植
女
や
奉
耕
白
革
が
御
田
に
降
り
、
植
付
け
の

作
業
を
開
始
す
る
。
そ
し
て
こ
の
神
事
の
最
後
の
芸
能
で
あ
る
住
吉
踊
が
終
了
す

る
頃
迄
に
は
完
全
に
植
付
け
も
終
り
、
御
田
は
一
面
緑
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
つ

め
た
よ
う
に
な
る
。

　
田
植
の
作
業
が
始
ま
る
と
種
々
の
芸
能
が
順
次
行
わ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
に
は
、

　
　
や
お
と
め
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
お
と
め

先
ず
八
乙
女
に
よ
る
　
「
田
舞
」
　
が
奏
さ
れ
る
。
当
社
の
巫
子
が
紛
す
る
八
乙
女

　
　
　
　
　
　
　
さ
し
ぬ
き

が
、
白
衣
に
緋
色
の
差
貫
、
紅
の
た
す
き
を
懸
け
頭
に
は
菖
浦
の
造
花
を
つ
け
た

挿
頭
を
つ
け
、
塗
方
、
吉
方
、
鼓
方
を
従
え
て
舞
台
上
に
進
出
し
、
中
央
の
花
傘

を
中
に
し
て
円
陣
を
組
ん
で
舞
う
。

　
こ
の
「
田
舞
」
が
終
り
、
八
乙
女
達
が
退
下
す
る
と
、
新
町
の
芸
妓
の
紛
す
る

み
と
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
た
し
ろ
の
ま
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
え
ど

御
幸
女
が
舞
台
に
進
み
、
　
「
御
田
代
舞
」
が
奉
納
さ
れ
る
。
こ
の
舞
は
当
社
の
絵

こ
ろ
あ
ず
か
り

所
預
で
あ
っ
た
故
安
江
不
空
の
詞
に
杵
屋
佐
吉
が
作
曲
し
、
按
舞
さ
れ
た
長
唄
舞

踊
で
、
昭
和
二
十
三
年
に
こ
の
神
事
の
奉
納
芸
能
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
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る
。

　
「
御
田
宴
座
」
が
終
る
と
鍬
形
の
兜
に
紺
糸
絨
の
鎧
を
着
け
、
　
黒
塗
の
大
高
足

駄
を
は
き
、
薙
刀
を
小
脇
に
し
た
武
者
が
、
法
螺
貝
、
太
鼓
、
鉦
を
奏
す
る
甲
胃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
め
ゆ
う
む
し
ゃ
ぎ
ょ
う
じ

武
者
を
従
え
て
舞
台
に
現
わ
れ
、
　
「
風
流
武
者
行
事
」
と
称
す
る
所
作
を
行
う
。

　
　
　
か
い
ふ
き

先
ず
「
貝
吹
」
と
称
す
る
四
人
の
甲
胃
武
者
が
舞
台
上
の
東
西
南
北
に
陣
ど
り
法

螺
貝
を
吹
奏
す
る
。
又
白
丁
姿
の
使
丁
に
荷
な
わ
れ
て
入
場
し
た
太
鼓
と
鉦
は
舞

台
上
南
面
に
置
か
れ
て
奏
さ
れ
る
。
「
風
流
武
者
」
は
右
手
に
日
の
丸
の
軍
扇
を
開

き
左
手
に
薙
刀
を
持
ち
、
軍
扇
を
細
か
く
打
振
り
、
足
を
大
き
く
踏
み
込
む
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぼ
う
う
ち
が
つ
せ
ん

な
所
作
を
先
ず
西
、
北
、
東
、
南
の
順
に
四
回
行
う
。
次
い
で
「
長
打
合
戦
」
に

入
る
の
で
あ
る
が
、
先
の
「
風
流
武
者
行
事
」
と
こ
の
「
棒
打
合
戦
」
と
は
一
連

の
行
事
の
如
く
に
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
風
流
武
者
」
及
び
「
貝
吹
」
、
太
鼓

打
ち
、
鉦
打
等
の
園
芸
武
者
達
は
そ
の
ま
ま
舞
台
に
止
ま
り
、
間
断
な
く
奏
す
る

中
を
御
田
の
西
南
と
東
北
の
隅
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
紅
白
に
分
れ
た
「
棒
打
合
戦
」
の

男
子
児
童
達
が
練
り
込
ん
で
く
る
。
彼
等
は
一
様
に
紙
製
の
胃
を
着
け
陣
傘
を
か

ぶ
っ
て
一
メ
ー
ト
ル
余
の
樫
の
棒
を
振
り
か
ざ
し
た
り
或
は
振
り
降
ろ
し
て
突
く

よ
う
な
所
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
御
田
の
周
り
の
畔
道
を
進
行
し
一
先
ず
紅
軍
は

東
北
隅
の
又
白
軍
は
西
南
隅
の
屯
所
へ
そ
れ
ぞ
れ
退
く
。
そ
の
後
、
舞
台
上
の
法

螺
貝
が
一
段
と
強
く
吹
奏
さ
れ
、
武
者
の
振
る
軍
扇
を
合
図
に
紅
白
両
軍
は
そ
れ

ぞ
れ
の
屯
所
を
一
勢
に
走
り
出
て
御
田
の
畔
で
向
い
合
っ
て
跳
躍
し
な
が
ら
棒
を

打
ち
合
う
。
こ
の
「
棒
打
合
戦
」
は
前
後
二
度
に
亘
っ
て
行
わ
れ
、
終
了
す
る
と

両
軍
は
各
々
の
屯
所
に
退
出
し
、
舞
台
上
の
武
者
達
は
「
風
流
武
者
」
を
先
頭
に
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し
て
舞
台
を
退
き
、
貝
を
吹
き
鼓
鉦
を
打
ち
な
が
ら
列
を
成
し
て
東
南
の
屯
所
へ

退
出
す
る
。
こ
の
「
風
流
武
者
行
事
」
と
「
棒
打
合
戦
」
は
住
吉
大
社
の
氏
子
で

結
成
さ
れ
て
い
る
「
住
吉
青
年
会
」
「
住
吉
子
供
会
」
の
青
年
や
児
童
ら
に
よ
っ

て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
た
う
え
お
ど
り

　
こ
の
次
に
は
「
田
植
踊
」
が
始
ま
る
。
こ
の
踊
子
達
は
五
～
六
才
か
ら
十
二
～

十
三
才
位
迄
の
童
女
達
で
「
替
植
女
」
同
様
赤
裸
、
管
笠
、
手
甲
、
脚
半
の
田
植

姿
で
現
わ
れ
る
。
舞
台
上
に
は
比
較
的
年
が
さ
の
大
き
い
童
女
達
が
六
人
花
傘
を

中
に
し
て
円
型
に
並
ぶ
。
そ
の
他
の
踊
子
達
は
御
田
の
周
囲
の
畔
道
に
列
を
成
し

て
音
頭
に
合
わ
せ
て
一
勢
に
踊
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
み
よ
し
お
ど
り

　
御
田
植
神
事
最
後
の
芸
能
は
「
住
吉
踊
」
で
あ
る
。
こ
れ
も
「
田
植
踊
」
の
踊

子
達
と
ほ
ぼ
同
年
令
の
童
女
達
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
。
白
衣
に
黒
色
の
短
い
裳
を

着
岐
手
甲
脚
半
に
花
飾
り
の
つ
い
た
管
笠
を
か
ぶ
例
手
に
は
団
扇
毒
ち
舞
鵬

台
辞
と
御
田
の
畔
道
に
円
型
を
成
し
て
踊
る
。

　
こ
の
後
宮
司
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、
参
仕
者
が
御
田
よ
り
退
下
し
、
こ
れ
を
以
っ

て
御
田
植
神
事
の
諸
行
事
の
悉
く
を
終
了
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
コ

　
　
H
　
御
田
植
神
事
次
第
の
変
遷
に
つ
い
て

　
　
〔

　
現
行
の
御
田
植
神
事
に
つ
い
て
は
以
上
述
べ
来
っ
た
次
第
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
往
古
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
次
第
を
も
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

そ
の
実
態
の
比
較
と
推
移
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
考
究
を
試
み
て
み
た
い
。

　
こ
の
神
事
の
歴
史
的
な
詳
細
を
語
る
文
献
史
料
に
つ
い
て
は
、
住
吉
大
社
に
お

五
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い
て
多
く
の
も
の
が
散
呈
し
た
現
在
、
不
明
な
点
が
多
い
。
又
こ
の
神
事
の
次
第

に
つ
い
て
の
文
献
史
料
は
更
に
少
い
が
、
私
が
考
究
に
際
し
て
基
本
的
に
依
所
と

し
た
二
・
三
の
文
献
史
料
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
左
に
お
け
る
も
の
で

あ
る
。

　
ω
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
記
録

　
②
住
吉
松
葉
大
記
　
神
事
部
　
寺
院
部

　
㈹
住
吉
大
社
特
殊
神
事
　
御
田
植
神
事

　
ω
は
御
田
植
神
事
の
次
第
を
収
め
た
記
録
で
は
残
存
す
る
も
の
の
内
で
最
も
古

い
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
成
立
は
鎌
倉
時
代
と
み
ら
れ
、
住
吉
の

筆
頭
社
家
津
守
氏
に
代
々
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
善
本
と
し
て
、
津
守
家
書
四
十
八

代
津
守
国
助
〔
嘉
禎
三
年
（
＝
一
三
七
）
～
永
仁
七
年
（
＝
二
〇
〇
）
〕
の
舎
第

里
国
の
第
四
子
国
有
の
書
写
し
た
も
の
が
前
田
家
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
本
と
し
て
残

存
し
て
い
る
。
こ
れ
を
底
本
と
し
て
、
『
庶
民
文
化
資
料
集
成
第
二
巻
　
田
楽
猿

楽
（
＝
＝
書
房
刊
）
』
に
森
末
義
彰
、
小
沢
弘
両
氏
の
校
訂
に
よ
り
活
字
翻
刻
さ

れ
た
も
の
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
他
に
『
続
群
書
類
聚
巻
二
　
神
祇
部
』
に
も
活

字
醗
刻
さ
れ
て
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
②
は
住
吉
大
社
の
旧
社
人
梅
園
惟
朝
の
編
述
に
な
る
も
の
で
、
そ
の
末
衛
で
あ

る
大
阪
市
住
吉
区
の
梅
園
家
に
所
蔵
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。
梅
園
惟
朝
の
生

没
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
書
の
成
立
は
江
戸
時
代
元
禄
年
中
か
ら
正
徳
年
中
に

亘
る
間
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
に
当
時
の
住
吉
大
社
宮

司
で
あ
っ
た
鈴
木
松
太
郎
氏
の
手
に
よ
っ
て
活
字
醗
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
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国
は
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
、
大
阪
府
と
住
吉
大
社
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た

小
冊
子
で
『
大
阪
府
官
幣
社
現
行
特
殊
慣
行
神
事
』
と
題
す
る
叢
書
の
内
の
住
吉

神
社
の
部
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
は
当
時
行
わ
れ
て
い
た
住
吉
社
に
お
け
る

年
間
の
諸
神
事
を
順
に
従
っ
て
掲
げ
、
そ
れ
ら
に
解
説
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
史
料
の
他
に
も
寛
政
年
中
に
出
さ
れ
た
『
摂
津
名
所
図
会
』
や
『
住

吉
名
所
図
会
』
等
に
、
住
吉
大
社
の
御
田
植
神
事
に
関
す
る
記
述
を
散
見
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
史
料
を
基
に
し
て
、
往
古
か
ら
現
代
に
至
る
こ
の
神
事
の
式
次
第
の

推
移
を
考
察
す
る
に
つ
い
て
、
二
一
頁
に
別
掲
し
た
各
時
期
に
お
け
る
御
田
植
神

事
式
次
第
比
較
表
を
作
製
し
た
。
以
下
こ
の
表
を
参
照
し
つ
つ
論
考
を
進
め
て
行

　
　
　
　
　
　
　
コ

き
た
い
。
表
中
の
一
は
『
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
』
よ
り
意
の
あ
る
所
を
抽
出

　
　
　
　
　
　
　
〔

し
、
式
次
第
に
従
っ
て
列
挙
し
た
も
の
で
、
中
世
に
お
け
る
そ
の
例
と
し
て
掲
げ

　
　
コ

た
。
H
は
『
住
吉
松
葉
大
記
』
の
記
述
よ
り
同
様
抽
出
の
上
列
挙
し
た
も
の
で
、

　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

こ
れ
は
近
世
に
お
け
る
例
と
し
て
掲
げ
た
。
皿
は
『
住
吉
大
社
特
殊
神
事
」
に
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
行
わ
れ
た
こ
の
神
事
の
式
次
第
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

い
る
の
で
、
こ
れ
は
近
代
の
一
例
と
し
て
掲
げ
た
。
W
は
現
行
例
と
も
い
う
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

も
の
で
、
去
昭
和
五
十
四
年
の
神
事
に
お
い
て
住
吉
大
社
で
作
製
さ
れ
た
手
文
に

基
づ
い
た
次
第
を
掲
げ
た
。

　
こ
れ
ら
の
表
を
通
観
し
て
み
る
と
、
時
代
と
共
に
式
の
進
行
や
そ
こ
に
行
わ
れ

る
芸
能
の
上
に
移
り
変
り
の
あ
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
中
世
か
ら
近
世

に
亘
る
間
に
第
一
の
変
革
化
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
う
か
が
う
。
そ
の
事
は
『
住
吉

松
葉
大
記
』
に
お
い
て
梅
園
惟
朝
も
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「
今
按
御
社
御
田
植
田
楽
猿
楽
風
流
植
女
忌
事
観
二
旧
記
所
p
載
　
盛
隆
文
華
可
二

推
察
一
也
　
以
レ
古
視
レ
今
世
レ
謂
レ
存
二
塁
三
分
一
　
」

　
と
述
べ
、
元
録
期
の
頃
に
は
す
で
に
往
時
の
三
分
の
一
の
規
模
に
省
略
さ
れ
た

形
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
中
世
か
ら
近
世
に
至
る
間

は
そ
の
次
第
の
上
で
は
一
応
古
式
に
遵
じ
て
お
り
、
近
世
か
ら
近
代
現
代
に
至
る

第
二
の
変
革
化
程
顕
著
で
は
な
い
。
近
代
に
お
け
る
形
に
は
古
式
の
そ
れ
と
は
可

成
り
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。
た
だ
こ
の
間
の
推
移
を
詳
細
に
知
る
史
料
が
な

い
の
で
そ
の
変
革
の
事
由
を
詳
び
ら
か
に
す
る
こ
と
は
目
下
不
可
能
に
近
い
が
、

一
つ
指
摘
さ
れ
得
る
こ
と
は
、
古
来
こ
の
御
田
植
神
事
に
神
宮
寺
の
社
僧
達
が
深

く
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
住
吉
の
神
宮
寺
は
新
羅
寺
と
も
い
わ
れ
、
天
平

宝
字
二
年
（
七
五
八
）
の
創
建
に
な
る
と
伝
え
ら
れ
、
そ
の
伽
藍
は
大
社
の
境
内

の
東
北
に
隣
接
し
、
神
宮
寺
の
社
僧
達
は
住
吉
社
の
神
事
に
も
携
わ
る
他
に
住
吉

大
神
宮
一
切
経
会
、
法
華
会
、
般
若
会
な
ど
数
々
の
会
式
を
盛
大
に
営
ん
で
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
御
田
植
神
事
に
も
社
僧
達
が
携
わ
っ
て
い
た
こ

と
は
、
す
で
に
『
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
』
に
お
い
て
も

　
「
御
田
植
　
定
僧
中
二
於
三
昧
堂
一
行
也
　
風
流
以
役
人
定
」

　
と
か

　
「
當
日
前
日
究
師
猿
楽
等
参
惣
官
　
見
参
交
名
進
也
　
冗
師
三
座
　
法
勝
寺
十

人
　
尊
勝
寺
十
人
税
鋤
猿
楽
三
座
　
本
座
十
五
人
、
新
座
三
十
人
、
法
成
寺
十
五

人
於
惣
官
亭
遊
　
酒
肴
給
血
…
中
略
…
田
楽
僧
中
沙
汰
之
間
　
不
乃
見
参
」

　
と
あ
る
よ
う
に
特
に
風
流
、
田
楽
、
猿
楽
等
の
芸
能
の
所
轄
が
神
宮
寺
の
社
僧
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の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
ら
れ
、
更
に
往
時
に
は
究
師
申
楽

と
し
て
法
勝
寺
や
尊
勝
寺
や
法
成
寺
等
か
ら
も
出
仕
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
解

る
。
そ
の
こ
と
は
『
住
吉
松
葉
大
記
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
一
層
明
白
に
な
る
。
す

な
わ
ち
同
書
巻
十
七
寺
院
部
　
社
僧
役
儀
五
月
の
項
に

　
「
廿
八
日
供
養
法
賎
若
輩
二
人
至
二
神
主
館
一
層
訓
除
植
女
一
神
事
刻
限
社
僧
所

司
一
臆
供
二
子
法
師
並
兄
部
一
参
二
神
殿
良
見
二
会
式
場
神
主
一
神
主
即
七
二
会
式

初
端
一
儲
社
僧
上
分
著
画
報
色
一
著
ゴ
座
衆
会
一
一
　
預
法
師
著
二
壮
挙
一
同
著
座

行
二
御
田
植
祝
儀
一
　
饗
膳
三
次
著
訓
座
御
読
経
所
鴫
於
三
冠
北
嶺
戸
前
一
　
有
二
試
田

楽
一
次
社
僧
通
分
著
コ
座
御
田
植
桟
敷
一
又
社
僧
若
輩
六
人
勤
二
風
流
一
」

　
と
あ
り
こ
の
神
事
に
お
い
て
多
く
の
社
僧
が
参
仕
し
、
神
事
に
お
け
る
役
職
を

分
掌
し
奉
行
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
6

　
こ
う
し
た
事
実
に
基
づ
い
て
こ
の
神
事
の
第
二
の
変
革
の
時
期
に
つ
い
て
考
え
　
一

る
と
、
そ
の
時
期
は
神
宮
寺
の
社
僧
達
が
こ
の
神
事
に
携
わ
ら
な
く
な
っ
た
時
で

あ
り
、
そ
れ
は
又
神
宮
寺
消
滅
の
時
点
で
も
あ
る
。
わ
が
国
の
宗
教
史
上
、
そ
の

よ
う
な
事
態
の
生
じ
た
時
期
と
し
て
廃
仏
殿
釈
運
動
に
よ
っ
て
神
仏
分
離
が
行
わ

れ
た
明
治
維
新
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
神
仏
分
離
令
が
発
令
施
行
さ
れ

た
の
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
こ
と
で
あ
る
が
、
私
は
こ
の
時
期
を
も
っ
て

御
田
植
神
事
の
第
二
の
変
革
期
と
推
則
す
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
時
代
を
降
る
に
従
っ
て
簡
略
化
や
変
革
が
行
わ
れ
来
た
っ
た
と
は
い

う
も
の
の
、
今
日
に
伝
承
さ
れ
て
来
た
御
田
植
神
事
を
含
め
て
各
期
に
お
け
る
神

事
に
は
、
そ
の
式
次
第
の
上
に
も
又
そ
こ
に
行
な
わ
れ
る
芸
能
の
内
に
も
依
然
と

七
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し
て
古
態
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
こ
の
神
事

全
体
を
各
期
に
亘
っ
て
通
観
す
れ
ば
、
そ
の
次
第
の
上
に
お
い
て
次
の
三
つ
の
神

事
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。

　
A
紛
黛
の
儀

　
B
本
殿
祭

　
C
御
田
祭

　
こ
の
三
種
の
神
事
は
こ
一
頁
の
別
掲
図
表
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
A
B
C
の
符

号
を
つ
け
て
そ
の
区
分
を
表
わ
し
た
が
以
下
こ
れ
ら
の
諸
神
事
に
つ
い
て
、
そ
の

次
第
に
従
っ
て
往
時
と
の
比
較
考
証
を
進
め
て
行
き
た
い
。

　
　
　
A
　
紛
黛
の
儀

　
現
行
に
お
け
る
こ
の
儀
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
「
紛
黛
の
儀
」

そ
の
も
の
に
つ
い
て
『
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
』
に
は
、

　
「
当
日
　
於
住
江
殿
　
各
着
装
束
　
惣
官
衣
冠
　
権
官
同
　
氏
入
布
衣
　
先
権
官

着
座
住
江
殿
公
卿
座
　
殖
女
偏
茸
雲
鞘
無
　
下
官
権
官
殖
女
　
於
萱
御
所
招
向
見
参

　
男
山
…
下
略
…
」

　
と
あ
る
の
み
で
し
か
も
中
世
に
は
此
の
儀
す
な
わ
ち
見
参
之
儀
が
行
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
、
こ
の
見
参
之
儀
が
後
の
紛
黛
之
儀
に
な
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
が
、
　
『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ

る
。

　
「
又
按
二
旧
記
一
植
女
三
十
八
人
概
幡
稀
露
曄
融
胱
射
秘
暦
縫
録
人
自
慰
社
領
深
々
一

八

出
レ
之
今
無
二
此
身
一
自
盛
泉
州
堺
乳
守
町
一
出
二
遊
女
六
人
一
等
二
植
女
一
重
七
日
遊
女

三
宿
二
氏
人
坂
井
器
楽
一
予
家
出
二
塁
下
宿
等
一
年
二
瀬
女
饗
慮
一
　
當
日
早
旦
参
二
神

主
館
一
試
訓
量
其
長
一
謂
一
之
長
競
一
古
記
所
謂
見
参
遺
法
乎
　
午
刻
患
害
　
総
官
侍

女
出
施
二
紅
粉
乎
傾
城
面
一
次
列
訓
座
廣
問
一
西
向
有
二
酒
肴
一
又
二
三
扇
子
藺
草
履
眉
筆

等
噂
次
列
淵
座
東
西
一
南
向
時
神
宮
寺
社
僧
二
人
雛
蜘
出
レ
席
結
二
植
女
髪
一
翫
脾
雛
躍
野
鋤
…

襯
縣
灘
砿
難
贈
鴨
鍵
赦
勲
腓
次
二
恪
勤
役
人
進
二
田
植
装
束
一
青
布
大
幅
長
袖
引
レ
循
並

桂
レ
身
柄
著
二
野
花
笠
一
…
下
略
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
も
り

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
従
来
よ
り
植
女
に
紛
す
る
の
は
、
泉
州
堺
の
乳
直
心
の
遊
女
達

で
あ
っ
た
。
乳
守
と
い
う
の
は
今
日
の
堺
市
大
小
路
の
南
の
あ
た
り
を
指
す
が
、

こ
の
在
所
は
摂
津
よ
り
堺
を
経
て
泉
南
更
に
は
紀
州
に
至
る
街
道
筋
に
あ
っ
た
。

こ
の
乳
守
の
遊
女
が
植
女
と
し
て
奉
仕
す
る
こ
と
に
つ
い
て
同
書
は
又

　
「
又
二
二
遊
女
一
為
二
植
女
一
望
レ
識
二
尊
単
一
奈
何
一
昔
開
口
塩
穴
等
為
二
住
吉
神
領

一
依
二
邑
役
一
出
二
植
女
一
　
後
以
二
遊
女
一
代
レ
研
立
　
猶
レ
錐
レ
有
二
俗
間
説
一
浴
レ
足
二
取

以
為
ラ
謹
也
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ち
　
　
　
し
あ
な

　
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
開
口
、
塩
穴
の
在
所
は
現
在
の
堺
市
で
乳
母
の
在
と
隣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ち
し
や

接
し
て
い
た
。
往
時
こ
の
地
域
は
住
吉
の
社
領
で
も
あ
り
、
摂
社
と
し
て
開
口
社

　
ち
も
り
の
み
や

や
乳
守
宮
等
の
神
社
が
あ
っ
た
。
そ
の
地
縁
的
理
由
か
ら
こ
れ
ら
の
在
の
人
々
が

住
吉
の
御
田
に
奉
耕
し
た
こ
と
は
容
易
に
肯
き
得
る
が
、
遊
女
達
が
い
つ
頃
か
ら

又
い
か
な
る
理
由
に
よ
っ
て
植
女
と
し
て
奉
仕
す
る
に
至
っ
た
か
は
、
梅
園
惟
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
か
い
の
か
が
み

の
指
摘
す
る
よ
う
に
不
審
で
あ
る
。
彼
の
い
う
俗
間
の
説
と
は
『
堺
鑑
』
巻
中
、

住
吉
御
田
勤
所
に
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ま
い
り
　
そ
む
る

　
「
例
年
五
月
廿
八
日
住
吉
明
神
の
御
田
を
當
津
々
守
町
の
遊
女
参
植
初
也
　
或

説
に
言
、
何
の
帝
の
御
時
に
や
、
后
悪
瘡
を
愁
玉
ひ
し
を
、
占
侍
る
に
如
何
下
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ら
は
し

因
に
や
。
諸
人
に
面
を
重
態
は
ゴ
、
可
レ
有
二
平
癒
一
と
奏
し
申
に
依
っ
て
、
　
下
地

　
　
さ
ま
よ
ひ
き
た
れ
り
い
や
し
き
も
の
　
　
　
　
う
か
れ

ま
で
吟
来
賎
者
の
手
に
渡
　
浮
宕
玉
ひ
し
時
、
所
願
の
為
に
住
吉
明
神
の
植
女
に

出
さ
せ
ら
ば
、
悪
瘡
程
な
く
平
癒
成
ら
せ
謂
ふ
。
以
レ
有
レ
故
今
に
此
所
の
遊
女
其

例
を
勤
け
る
と
也
又
或
る
説
に
明
神
御
帰
陣
の
時
、
長
門
国
よ
り
植
女
を
召
下
玉

ひ
て
五
穀
成
就
の
為
植
さ
せ
玉
ふ
。
植
女
の
子
孫
後
に
遊
女
と
成
し
其
々
と
か
や

…
…
下
略
…
…
」

　
と
あ
る
が
将
に
俗
間
の
説
の
域
を
出
て
い
な
い
。
た
だ
『
摂
津
名
所
図
会
』
巻

一
に

　
「
…
…
前
略
…
…
倭
己
事
に
言
く
住
吉
御
田
に
泉
州
堺
の
斎
主
守
の
遊
女
五
人

早
乙
女
と
な
る
事
序
に
あ
れ
ど
も
信
用
し
難
し
、
神
祭
に
遊
女
の
出
つ
る
事
珍
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
り
も
の

か
ら
ず
、
京
師
祇
園
会
神
輿
洗
に
は
祇
園
町
の
遊
女
錦
繍
を
飾
り
着
て
逡
物
に
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん
こ
う

つ
　
播
州
室
祭
に
は
室
注
の
遊
女
神
幸
の
供
奉
す
る
例
あ
り
、
敢
て
古
の
事
を
乱

す
に
お
よ
ば
ざ
る
に
や
…
…
下
略
…
…
」

　
と
あ
り
、
遊
女
の
神
祭
に
奉
仕
す
る
例
を
他
に
も
紹
介
し
て
い
る
が
、
事
実
今

日
も
全
国
の
神
祭
に
遊
里
の
女
性
が
奉
仕
す
る
例
を
散
見
し
う
る
か
ら
、
こ
の
不

審
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
事
例
を
も
含
め
て
今
後
に
考
究
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

諸
賢
の
御
教
示
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
な
お
現
在
は
先
述
し
た
よ
う
に
大
阪
新
町

の
芸
妓
衆
達
が
植
女
に
紛
す
る
が
、
こ
の
植
女
が
乳
守
の
遊
女
か
ら
新
町
の
芸
妓

衆
に
交
代
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
明
治
の
初
年
頃
に
一
時
住
吉
社
が
経
済
的
に
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疲
弊
し
、
御
田
植
神
事
の
存
続
も
危
惧
さ
れ
る
時
期
が
あ
っ
た
。
こ
の
時
に
大
阪

の
新
町
廓
が
そ
の
廃
絶
を
惜
し
み
物
心
両
面
に
お
け
る
奉
仕
を
行
っ
た
。
爾
后
そ

の
功
に
よ
っ
て
植
女
は
新
町
の
芸
妓
衆
か
ら
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
今
口
に
至
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　
又
植
女
遅
が
実
際
に
田
に
入
り
早
苗
を
植
え
る
こ
と
を
せ
ず
、
神
領
の
各
地
か

　
　
　
　
か
え
う
え
め

ら
集
っ
た
替
植
女
が
田
植
の
作
業
を
行
う
こ
と
も
す
で
に
往
時
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
解
る
。

　
さ
て
前
掲
し
た
『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
お
け
る
紛
黛
式
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
乳

守
の
遊
女
達
は
前
日
二
十
七
日
に
来
り
、
社
家
の
坂
井
氏
宅
に
宿
を
と
っ
た
。
此

所
で
彼
女
達
は
饗
応
に
あ
っ
か
り
、
当
日
二
十
八
日
の
早
朝
に
神
主
で
あ
る
津
守

氏
の
館
に
至
り
、
見
参
の
上
「
長
骨
の
儀
」
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
遊
女
達
が
各
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
4

の
才
色
を
披
露
し
競
い
合
う
儀
式
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
午
刻
に
至
っ
て
遊
女
達
は
　
1

再
び
神
主
館
に
参
集
し
、
転
官
の
侍
女
達
の
手
に
よ
っ
て
化
粧
が
施
さ
れ
、
植
女

と
し
て
の
装
束
を
下
賜
さ
れ
こ
れ
を
着
用
し
た
の
で
あ
る
。
往
古
は
神
宮
寺
の
社

僧
が
参
向
し
、
遊
女
の
髪
を
結
っ
た
と
あ
る
が
、
元
禄
頃
に
は
そ
の
こ
と
を
行
わ

ず
遊
女
の
罪
障
を
祓
う
修
法
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
遊
女
の
結
髪
を

行
う
こ
と
と
、
罪
障
消
滅
の
修
法
を
行
う
こ
と
と
は
ま
こ
と
に
う
ら
は
ら
な
感
じ

を
抱
か
せ
ら
れ
る
が
こ
の
辺
に
遊
女
の
夕
方
に
対
す
る
時
代
の
移
り
変
わ
り
が
暗

示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
、
先
述
し
た
遊
女
達
の
神
祭
へ
の
参
加
の
問
題
と

も
抵
劃
し
て
興
味
あ
る
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。
以
上
の
儀
は
い
う
迄
も
な
く
紛

黛
式
と
し
て
現
行
の
神
事
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
又
長
競
の
儀
は
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肩
演
式
と
し
て
昭
和
四
年
の
神
事
に
お
い
て
は
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

　
　
　
B
　
本
殿
祭

　
　
　
　
1
　
中
世
の
例

　
『
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
』
に
は
、
先
述
し
た
「
皇
女
見
参
之
儀
」
の
後

に
次
の
如
き
記
述
が
あ
る
。

　
「
…
…
次
列
立
南
門
前
、
惣
官
権
官
舞
台
北
北
面
…
…
」

　
と
あ
る
よ
う
に
本
殿
に
参
ず
る
に
先
立
っ
て
前
門
の
側
ら
の
石
舞
台
を
中
心

に
、
こ
の
神
事
に
参
列
す
る
神
官
達
が
列
立
す
る
。
こ
の
儀
は
現
在
行
わ
れ
て
い

る
石
舞
台
に
お
け
る
修
穣
の
儀
に
充
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
後
第
一
本
殿
に
移
り
、
本
殿
祭
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
有
様
に
つ
い
て
は
同

書
に
次
の
記
述
が
あ
る
。

　
「
社
司
着
座
幣
殿
繍
服
厭
聯
弦
蟹
田
阯
融
館
轍
鮒
氏
人
庭
上
甲
立
子
同
町
客
南
上
神
官
等
参

御
殿
　
御
供
備
砲
　
称
宣
於
外
陣
申
再
拝
　
神
官
等
退
出
　
二
三
四
御
供
備
進
也

鞘
祠
玉
人
社
司
氏
人
等
着
座
粗
野
妹
咋
中
門
馳
解
同
榊
三
半
煉
独
断
権
官
南
中
門
江
東
際
小
文
敷
也

氏
人
回
廊
南
北
二
行
緻
転
進
踊
鰍
繋
属
以
下
四
所
御
供
畢
　
神
官
等
於
御
厨
御
直
会
行

也
　
着
座
　
猿
楽
等
参
集
　
僧
中
奉
行
所
司
田
楽
以
下
役
付
持
参
解
官
前
　
　
次

殖
女
参
也
鎌
鯵
藤
次
第
使
権
少
祝
　
殖
女
次
第
参
立
廻
御
前
庭
　
神
人
松
葉
持
参

殖
女
等
二
次
第
給
也
、
猿
楽
立
脚
女
中
、
以
太
鼓
木
編
県
単
　
次
章
女
着
座
離
醐
蘇

聡
据
醤
次
専
当
法
師
進
御
幣
　
権
少
祝
記
取
立
御
前
　
田
楽
表
向
　
尻
巻
　
次
僧

中
風
流
　
次
雑
色
進
御
幣
　
権
少
祝
二
請
取
進
御
前
　
田
楽
打
也
　
次
猿
楽
風
流

一
〇

次
究
師
二
座
、
次
翁
面
三
座
　
猿
楽
長
以
下
数
輩
立
也
　
事
畢
殖
女
等
退
出
」

　
こ
れ
に
よ
る
と
、
一
同
が
第
一
本
社
の
幣
殿
に
着
座
す
る
と
種
々
の
供
物
の
備

進
が
神
官
達
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
こ
れ
が
終
る
と
先
ず
猿
楽
、
田
楽
、
植
女
、

風
流
等
の
奉
仕
者
が
参
入
す
る
。
先
ず
植
女
が
神
殿
前
の
庭
上
を
廻
り
、
神
官
よ

り
松
葉
を
伝
授
さ
れ
る
。
こ
の
間
に
猿
楽
が
太
鼓
、
木
諸
等
の
楽
器
を
以
っ
て
歌

詠
す
る
。
又
は
る
か
境
内
の
東
北
、
　
神
宮
寺
の
塔
附
近
で
東
西
田
楽
が
行
わ
れ

る
。
本
殿
で
は
こ
の
後
諸
役
の
奉
幣
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
先
頭
を
き
る
の
は
「
専

当
法
師
」
で
あ
る
。
「
専
当
法
師
」
と
は
神
宮
寺
の
所
司
す
な
わ
ち
三
綱
職
の
僧

の
一
関
の
者
の
こ
と
を
い
う
。
奉
幣
の
後
田
楽
が
再
び
奏
さ
れ
、
僧
中
風
流
、
尻

巻
、
本
田
楽
、
猿
楽
風
流
、
究
師
申
楽
、
翁
面
等
の
諸
芸
能
が
順
次
行
わ
れ
た
。

こ
う
し
て
本
殿
祭
が
終
了
す
る
の
で
あ
る
が
、
本
殿
祭
で
は
神
事
の
他
に
種
々
の

芸
能
が
奉
納
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
が
、
そ
れ
ら
の
芸
能
を
順
に
列
挙
す
る
と
、
東

田
楽
、
西
田
楽
、
本
田
楽
、
猿
楽
風
流
、
愚
筆
、
僧
中
風
流
、
業
師
、
翁
面
と
な

る
。
こ
れ
ら
の
諸
芸
能
が
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
亘
っ
て
忠
実
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
は
、
『
住
吉
松
葉
大
記
』
巻
二
十
寺
院
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
天
文
八

年
（
一
五
三
九
）
五
月
廿
七
日
神
宮
寺
社
僧
譲
葉
が
記
し
た
御
田
植
式
次
第
の
記

述
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

　
「
御
前

　
先
植
女
渡
　
次
猿
楽
嘲
　
次
僧
中
奉
行
御
遵
奉
巻
末
一
人
兄
部
一
人
　
次
御
幣

参
次
東
田
楽
塩
尻
巻
本
社
二
人
末
社
二
人
次
御
幣
参
次
西
田
楽
次

尻
巻
本
社
二
人
末
社
二
人
　
次
僧
中
野
風
流
　
次
本
田
楽
　
次
猿
楽
風
流
　
次
究
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師
　
次
翁
面
　
次
供
奉
人
等
渡
御
田
桟
敷
…
…
」

　
こ
れ
を
見
る
と
諸
芸
能
の
演
目
及
び
そ
の
順
序
に
至
る
迄
が
『
住
吉
大
神
宮
諸

神
事
之
次
第
』
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
解
る
。
し
か
る
に
こ
の
こ
と
は
、
中
世
を

通
じ
て
式
次
第
や
芸
能
の
供
奉
が
忠
実
に
遵
守
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

も
あ
る
。

　
こ
う
し
た
種
々
の
芸
能
が
ど
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
か
詳
ら
か
に
は

知
り
得
な
い
が
、
大
別
す
る
と
、
田
楽
、
猿
楽
、
風
流
の
三
種
の
系
統
の
も
の
に

要
約
で
き
る
。
就
中
田
楽
（
図
2
参
照
）
に
は
東
田
楽
、
西
田
楽
、
本
田
楽
の
三

種
の
も
の
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
内
東
西
の
田
楽
に
は
、
『
住
吉
松
葉
大
記
』

巻
二
十
寺
院
部
に
再
び
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
「
東
田
楽
藍
鼠
之
事

　
一
老
法
印
直
忠
　
三
老
法
橋
成
祐

　
五
老
権
上
座
賢
俊
　
七
旬
寺
主
成
圓

　
　
大
法
師
行
祐

　
一
尻
巻

　
　
大
法
師
快
恵
　
大
法
師
快
俊

　
一
開
口
社
御
幣
　
笛
吹
役
　
法
眼
直
忠
頭
奉
行

　
　
元
亀
元
年
五
月
廿
八
日

　
　
西
田
住
職
衆
之
事

　
二
心
律
師
成
俊
　
阿
閣
梨
快
圓

　
　
阿
閣
梨
賢
恵
　
権
律
師
正
圓

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
査
報
告

　
　
大
法
師
殊
成

　
一
任
巻

　
　
大
法
師
長
盛
預
二
老

　
一
田
邊
社
御
幣
　
笛
吹
役
　
権
上
座
賢
俊
脇
奉
行

　
　
元
亀
元
年
五
月
廿
八
日

　
こ
れ
は
元
亀
元
年
（
一
五
八
○
）
五
月
廿
八
日
に
お
け
る
神
事
の
記
録
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
東
田
楽
と
は
住
吉
の
摂
社
で
あ
る
開
口
社
の
御
幣
を
奉
じ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
て
ら

い
る
と
こ
ろ
が
ら
開
口
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
念
仏
寺
、
通
称
大
寺
の
社
僧
達
の
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
な
べ

じ
る
田
楽
で
あ
り
、
西
田
楽
と
は
同
じ
く
摂
社
で
あ
る
田
辺
社
の
御
幣
を
奉
じ
て

い
る
所
か
ら
田
辺
社
の
神
宮
寺
で
あ
る
田
辺
寺
の
社
僧
達
の
奉
じ
る
田
楽
で
あ
っ

た
と
推
則
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
本
田
楽
と
は
、
社
僧
達
の
行
う
田
楽
と
は
異

っ
た
本
来
の
田
楽
座
に
属
す
る
者
達
の
奉
じ
る
田
楽
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
　
『
住

吉
松
葉
大
記
』
に
は
こ
の
本
田
楽
の
こ
と
を
「
高
石
田
楽
」
と
称
し
て
お
り
高
石

と
い
う
の
は
今
日
の
大
阪
府
高
石
市
の
あ
た
り
を
指
す
。
又
『
摂
津
名
所
図
会
』

巻
之
一
に
は

　
「
…
…
前
略
…
…
又
泉
州
大
津
よ
り
田
楽
鳳
来
っ
て
芸
を
行
ふ
」

　
と
も
あ
り
、
大
津
と
い
う
の
は
今
口
の
高
石
市
に
隣
接
す
る
泉
大
津
市
の
一
帯

を
い
う
。
従
っ
て
こ
の
こ
と
か
ら
往
古
泉
州
を
中
心
に
有
力
な
田
楽
座
の
存
在
し

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
が
、
そ
の
田
楽
座
と
は
恐
ら
く
宝
暦
年
中
の
撰
述
に
な
る

『
田
楽
法
師
由
来
之
事
』
に
見
え
る
藤
田
氏
の
座
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
　
同
書
に

は
、

＝
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フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
査
報
告

　
「
小
川
新
右
衛
門
殿
御
代
官
所
泉
州
泉
北
大
津
村
に
並
在
候
田
楽
法
師
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
松
阿
弥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
田
清
阿
弥

　
右
二
人
之
者
共
先
祖
よ
り
此
所
居
住
仕
候
往
古
ハ
本
座
十
三
人
新
座
十
三
人
都

合
二
十
六
人
比
叡
山
麓
江
州
坂
本
村
に
致
居
住
候
得
詩
評
々
衰
微
仕
諸
国
へ
致
離

散
候
其
時
代
押
台
頃
と
申
事
一
切
相
知
れ
不
申
市

大
閣
秀
吉
様
在
世
大
阪
御
薩
に
て
御
前
へ
被
召
出
田
楽
能
相
勤
音
節
ハ
大
津
村
に

罷
在
候
事
分
明
御
座
候
…
…
下
略
…
…
」

　
と
あ
り
、
こ
の
座
が
少
く
と
も
桃
山
時
代
以
前
に
坂
本
か
ら
移
り
来
っ
て
座
を

組
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
又
同
書
に

　
「
…
…
前
略
…
…
五
月
廿
八
日
摂
州
住
吉
大
明
神
御
田
植
神
事
に
六
人
参
勤
仕

儀
右
何
れ
も
古
来
よ
り
相
定
候
下
行
米
頂
載
仕
候
事
」

　
と
も
あ
る
ご
と
く
、
御
田
植
神
事
へ
の
参
勤
を
疸
例
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
又
猿
楽
の
座
に
つ
い
て
は
未
だ
考
え
る
と
こ
ろ
を
得
て
い
な
い
が
、
呪
師
系
や

翁
系
や
風
流
系
の
猿
楽
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
こ
と
に

　
「
猿
楽
立
二
植
女
中
一
　
以
二
太
鼓
拍
板
一
驚
也
」

　
と
あ
る
の
は
初
期
の
猿
楽
の
姿
を
暗
示
し
、
甚
だ
興
味
深
い
。
し
か
も
本
殿
祭

の
冒
頭
の
芸
能
と
し
て
こ
れ
が
行
わ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
猿
楽
に
よ
る
「
も
ど
き
」

や
「
開
口
」
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
次
に
風
流
に
つ
い
て
は
二
種
の
も
の
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
猿
楽
風
流
で
あ
り
、

今
一
つ
は
僧
中
風
流
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
就
中
後
者
は
神
宮
寺
の
社
僧
に

一
二

よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
　
今
日
の
神
事
に
も
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
た
い
。

　
　
　
　
2
　
近
世
の
例

　
江
戸
時
代
に
お
け
る
本
殿
祭
に
つ
い
て
は
、
『
住
吉
松
葉
大
記
』
に
次
の
よ
う

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
今
残
式
御
供
等
畢
僧
中
所
些
事
二
練
法
師
一
著
・
鎧
参
二
一
神
殿
幣
導
引
　
、
．
見
二
会

式
於
総
官
一
即
加
傳
士
雄
出
田
儲
稀
四
人
胆
鰍
蘇
定
候
二
神
前
一
陣
・
床
離
・
植
女
候
二
神
前

白
砂
一
小
舎
人
率
レ
之
座
、
高
石
田
楽
三
二
御
前
一
著
二
水
梅
田
笠
一
一
人
者
進
弄
二
拍

板
二
人
案
二
拍
板
一
向
立
一
人
撃
レ
鼓
一
人
吹
レ
笛
海
底
一
花
笠
一
黒
雲
畢
練
法
師

辮
雛
也
著
二
鎧
大
口
齢
足
二
高
木
履
一
面
二
白
絹
一
得
レ
頭
買
上
二
長
刀
一
如
レ
此
四
度

顛厳

t
毎
レ
出
捧
二
小
鷺
一
次
田
楽
呈
出
弄
二
君
木
一
如
レ
前
次
神
宮
寺
社
僧
六
人
著
二
紙

鎧
一
面
頂
被
二
鬼
面
一
振
二
兵
杖
一
自
二
神
宮
寺
一
突
出
経
二
一
神
殿
一
夕
日
南
門
一
様
通
於
二

神
前
日
暫
相
戦
散
二
群
聚
一
巻
一
一
煙
塵
一
終
馳
副
出
北
門
一
入
二
神
宮
寺
一
是
云
二
一
風
流
一
」

　
先
ず
総
官
権
官
所
司
神
官
の
第
一
本
殿
へ
の
入
場
着
座
に
続
い
て
供
物
の
備
進

が
終
る
と
植
女
が
参
入
、
田
楽
が
拍
板
、
太
鼓
、
笛
等
の
楽
器
を
も
っ
て
奏
し
た

　
　
ね
り
ほ
う
し

後
、
練
法
師
が
裏
頭
、
鎧
大
口
に
高
足
駄
を
は
き
、
長
刀
を
持
ち
こ
れ
を
四
度
に

亘
っ
て
弄
す
る
所
作
を
行
う
。
次
に
田
楽
が
出
て
再
び
奏
し
た
後
、
一
風
流
と
称

す
る
神
宮
寺
社
僧
の
風
流
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
紙
鳶
を
着
し
鬼
面
を
つ
け
た
六

人
の
社
僧
が
兵
杖
を
振
い
神
前
に
戦
う
様
を
演
じ
た
後
、
神
宮
寺
の
方
へ
駆
け
去

る
所
作
で
こ
れ
の
終
了
と
共
に
本
殿
祭
を
終
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
式
次
第
の
上
に
お
い
て
は
、
中
世
の
例
と
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
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が
、
芸
能
の
上
に
お
い
て
は
可
成
り
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
行
わ
れ
た

芸
能
を
列
挙
す
る
と
、
田
楽
、
　
（
図
2
参
照
）
練
法
師
の
所
作
、
一
風
流
の
三
種

の
も
の
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
、
中
世
の
例
に
お
け
る
芸
能
の
種
類
と
較
べ
る
と

そ
の
二
種
が
著
し
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
「
住
吉
松
葉
大
記
』
に
も
「
如
レ

此
當
時
猿
楽
無
レ
来
」
と
あ
る
よ
う
に
、
猿
楽
は
ま
っ
た
く
姿
を
消
し
去
り
、
嘗
て

猿
楽
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
は
田
楽
と
風
流
が
そ
れ
を
お
ぎ
な
っ
て
行
わ
れ
て

い
る
。
此
の
猿
楽
の
姿
が
御
田
植
神
事
よ
り
消
滅
し
た
時
期
を
以
っ
て
私
は
第

一
の
変
革
期
と
し
た
い
の
で
あ
る
。
又
田
楽
で
は
嘗
っ
て
東
西
田
楽
、
本
田
楽
の

三
種
の
田
楽
が
競
演
の
如
く
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
て
は
本
田

楽
と
称
さ
れ
た
も
の
が
行
わ
れ
る
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
『
住
吉
松
葉
大

記
』
に
も

　
「
但
自
二
和
泉
国
高
石
村
一
田
楽
三
四
人
毎
年
来
奉
コ
仕
神
事
一
僅
施
一
一
伎
芸
伝
来
一
」

　
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
明
白
で
あ
る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
当
時
に
は
す
で
に
規
模

が
縮
少
さ
れ
形
式
化
し
て
し
ま
っ
た
田
楽
の
姿
が
し
の
ば
れ
る
。

　
次
に
練
法
師
の
所
作
は
先
に
も
述
べ
た
が
、
練
法
師
の
こ
と
を
『
住
吉
松
葉
大

記
』
に
は
「
旧
師
の
事
也
」
、
「
神
宮
寺
預
法
師
勤
レ
之
乃
下
僧
也
」
と
も
あ
る
よ

う
に
嘗
っ
て
は
神
宮
寺
の
社
僧
に
よ
る
勲
閥
芸
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
ら

し
い
。
又
中
世
に
お
い
て
田
楽
の
尻
巻
と
い
わ
れ
た
も
の
も
こ
の
練
法
師
の
こ
と

で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
は
神
宮
寺
の
下
僧
が
そ
の
役
を
担
っ
て
い
た
。
そ

の
姿
は
『
住
吉
名
所
図
会
』
（
図
1
図
4
参
照
）
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

の
練
法
師
の
所
作
が
、
今
日
行
わ
れ
る
風
流
武
者
行
事
な
の
で
あ
る
。
風
流
武
者
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は
頭
に
兜
を
い
た
だ
き
、
往
時
の
練
法
師
は
前
頭
姿
で
あ
る
点
が
異
る
が
、
他
は

ま
っ
た
く
同
じ
装
束
で
あ
り
、
四
度
に
亘
っ
て
行
う
所
作
に
も
又
往
時
の
姿
を
し

の
ば
せ
る
。

　
風
流
は
こ
の
神
事
全
体
を
通
じ
て
三
度
に
亘
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は

各
々
一
風
流
、
二
風
流
、
三
風
流
と
呼
ば
れ
、
い
ず
れ
も
神
宮
寺
の
社
僧
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
中
世
に
お
い
て
僧
園
風
流
と
呼
ば
れ
た
も
の
も
、
こ
れ
ら
の
風
流

を
指
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
三
種
の
風
流
土
通
い
ず
れ
も
合
戦
の
擬
態
を

行
う
こ
と
で
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
形
が
今
日
の
棒
打
合
戦
に
移
さ
れ
た
こ
と
は

容
易
に
肯
き
う
る
。
そ
の
姿
、
有
様
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
（
図
3
参

照
）
『
住
吉
名
所
図
会
」
（
図
4
参
照
）
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
。
今
日
で
は
、
風
流

武
者
行
事
と
棒
打
合
戦
と
は
一
連
の
行
事
の
如
く
行
わ
れ
る
が
、
こ
の
行
事
は
古

態
を
今
に
伝
え
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
芸
能
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
3
　
近
代
の
例

　
昭
和
四
年
忌
行
わ
れ
た
神
事
に
つ
い
て
は
別
掲
図
表
皿
の
通
り
で
あ
る
が
、
宮

司
以
下
着
座
及
び
献
撰
の
後
、
八
乙
女
、
歌
方
、
笛
方
、
鼓
方
、
植
女
、
稚
子
等

が
座
に
就
く
と
奴
行
列
を
先
頭
に
し
て
風
流
武
者
が
練
込
み
、
続
い
て
棒
打
合
戦

が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
に
住
吉
踊
が
行
わ
れ
、
神
人
が
早
苗
を
植
女
達
に
授
け
て

本
殿
祭
を
終
え
る
。
そ
の
式
次
第
は
む
し
ろ
現
行
の
も
の
に
近
い
と
い
え
る
が
、

現
行
の
本
殿
祭
と
異
る
と
こ
ろ
は
風
流
武
者
、
棒
心
合
戦
、
住
吉
踊
等
の
芸
能
が

神
事
の
後
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
往
古
よ
り
の
遺
風
を
継
い
で

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
往
時
の
田
楽
の
姿
は
す
で
に
消
え
、
風
流
武
者
行

一
三
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事
及
び
棒
打
合
戦
が
先
述
の
如
く
、
往
時
の
練
法
師
の
所
作
と
僧
中
風
流
の
遺
風

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
又
式
次
第
の
上
か
ら
見
れ
ば
、
住
吉
踊
は
あ
た
か
も
こ

の
時
期
に
新
た
に
加
わ
っ
た
芸
能
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
『
摂
津
名
所

図
会
』
に
は
、
こ
の
御
田
祭
の
図
絵
の
中
（
図
4
参
照
）
　
に
住
吉
踊
の
踊
子
の
姿

が
画
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
少
く
と
も
江
戸
時
代
以
降
に
は
こ
の
御
田
植
神

事
の
芸
能
の
一
つ
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
来
た
こ
と
が
、
推
測
さ
れ
る
。
住
吉
町
に

つ
い
て
は
、
『
人
倫
訓
蒙
山
彙
』
や
『
守
貞
漫
稿
』
等
に
そ
の
詳
し
い
記
述
が
見

え
、
往
事
の
市
井
に
お
け
る
盛
行
振
り
の
程
も
忍
ば
れ
る
が
、
『
摂
津
名
所
図
会

大
成
』
の
住
吉
踊
の
項
に
は
、

　
「
浪
速
に
住
す
る
勧
進
の
僧
願
八
僧
こ
れ
を
業
と
す
、
大
阪
の
拮
々
を
よ
び
在

郷
迄
も
め
ぐ
り
て
勧
進
す
。
晶
出
扮
長
柄
の
傘
の
縁
五
六
人
菅
笠
に
赤
き
絹
を
縁

に
は
り
是
を
か
む
り
、
白
き
単
の
も
の
腰
衣
を
ま
と
ひ
団
扇
を
持
音
頭
に
し
た
が

ひ
て
踊
る
。
こ
れ
を
住
吉
を
ど
り
と
号
す
。
所
謂
浪
花
の
一
盛
な
り
、
又
五
月
廿

八
日
に
は
御
田
の
辺
り
を
巡
り
津
守
家
の
庭
に
撃
て
踊
る
を
例
と
す
…
…
云
々
」

　
と
あ
り
、
御
田
植
神
事
に
は
す
で
に
恒
例
と
し
て
奉
納
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
解

る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
C
　
御
田
祭

　
　
　
　
1
　
中
世
の
例

　
『
住
吉
大
神
宮
諸
神
事
之
次
第
』
に
は
次
の
如
き
山
述
が
あ
る
。

　
「
次
無
官
以
下
退
出
　
自
南
門
、
出
神
館
中
門
　
着
御
田
代
座
…
…
中
略
…
…

巫
女
同
西
渡
上
前
庭
着
座
、
　
次
殖
女
廻
御
田
南
岸
　
自
西
着
座
殿
上
前
東
上
於

一
四

那
利
着
神
官
屋
前
、
東
西
田
楽
、
発
高
足
　
同
渡
御
田
南
岸
　
石
西
出
殻
也
　
尻

馬
凸
面
也
、
次
風
流
僧
中
　
次
本
田
丸
打
也
、
猿
楽
風
流
　
究
師
　
猿
楽
等
着
座

次
殖
女
渡
御
田
　
三
座
猿
楽
長
以
下
起
座
　
向
御
田
際
　
太
鼓
　
木
編
綴
也
　
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
）
？

渡
也
　
長
以
下
上
座
輩
少
々
相
国
　
不
義
　
烈
女
欲
下
田
之
時
　
打
大
鼓
歌
唱
也

殖
女
神
人
猿
楽
藤
下
渡
也
、
詳
覧
女
次
第
田
渡
畢
　
猿
楽
　
究
師
着
座
　
帰
遊

先
田
楽
蝋
型
打
也
、
僧
職
風
流
　
田
楽
細
身
酒
肴
給
也
　
田
楽
退
出
　
次
究

師
走
也
　
次
猿
楽
遊
宴
　
次
惣
官
以
下
着
座
之
後
　
義
訓
進
也
…
…
中
略
…
…
事

畢
各
退
出
」

　
こ
の
次
第
を
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
先
ず
植
女
を
先
頭
に
、
東
西
田
楽
　
尻
巻
、
本
田
楽
　
猿
楽
風
流
　
究
師
等
が

御
田
に
入
場
、
南
岸
を
廻
っ
て
各
々
所
定
の
座
に
着
す
る
。
中
で
も
東
西
の
田
楽

衆
は
高
足
を
無
き
御
田
を
廻
る
。
誰
そ
の
他
の
芸
能
も
そ
れ
ぞ
れ
伎
芸
を
行
い
な

が
ら
御
田
を
廻
る
。

　
次
に
植
女
が
再
び
御
田
を
廻
る
。
こ
の
時
猿
楽
が
太
鼓
、
拍
板
を
持
っ
て
こ
れ

に
従
う
。
そ
し
て
植
女
が
田
に
下
り
よ
う
と
し
た
時
を
期
に
、
一
勢
に
太
鼓
を
打

ち
歌
謡
を
発
す
る
。
植
付
の
作
業
が
替
植
女
達
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
る
。
植
女
が

田
を
廻
り
終
え
る
と
猿
楽
は
止
む
。

　
次
に
東
西
の
田
楽
が
寄
合
に
て
奏
さ
れ
、
続
い
て
僧
中
風
流
、
本
田
楽
　
冗
師

猿
楽
等
が
順
次
そ
の
伎
を
行
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
お
ら
い

　
こ
の
後
客
人
へ
の
酒
肴
の
饗
応
が
直
会
と
し
て
行
わ
れ
、
当
日
の
行
事
の
す
べ

て
を
終
了
す
る
の
で
あ
る
。
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2
　
近
世
の
例

　
次
に
近
世
の
例
と
し
て
『
住
吉
松
葉
大
記
』
の
記
述
を
左
に
紹
介
す
る
。

　
「
…
…
前
…
…
次
両
官
以
下
着
二
神
田
鷲
敷
一
植
女
傳
田
楽
練
法
師
以
下
廻
二

神
田
畔
一
出
二
淺
敷
早
稲
植
女
座
二
等
国
里
白
砂
抽
団
子
世
一
膓
著
二
桟
敷
雪
景
一
而

後
先
田
楽
出
伎
芸
如
二
一
神
殿
御
前
一
　
次
練
法
師
四
度
並
如
一
一
一
神
殿
御
前
凹
次
田

楽
岩
出
　
次
神
宮
寺
社
僧
二
風
流
東
西
分
レ
隊
　
一
方
各
有
二
馬
上
長
一
帯
下
弓
箭
一

週
レ
旗
言
霊
響
二
松
風
一
面
還
流
二
炎
天
一
戦
畢
合
レ
勢
混
義
甲
引
去
　
次
田
楽
出
弄
二

編
木
一
退
学
二
小
刀
一
　
次
序
二
二
木
脚
「
続
レ
庭
一
二
匝
遂
引
二
木
脚
一
幕
退
去
　
次
社

僧
三
風
流
…
…
下
略
…
…
」

　
こ
の
次
第
を
要
約
す
る
と
、
植
女
を
初
め
田
楽
、
練
法
師
等
が
御
田
に
参
入

し
、
神
田
の
月
囲
を
廻
っ
て
着
座
す
る
。
　
ま
ず
田
楽
が
出
て
演
奏
を
始
め
る
。

「
伎
芸
如
一
神
殿
前
」
と
あ
る
か
ら
本
殿
祭
で
の
如
く
、
拍
板
、
鼓
、
笛
な
ど
の

楽
器
を
以
っ
て
演
伎
を
行
っ
た
。
次
に
練
法
師
が
同
様
に
所
作
を
行
い
、
次
に
再

び
田
楽
が
奏
さ
れ
て
、
そ
の
後
に
僧
中
二
風
流
が
行
わ
れ
る
。
　
馬
上
に
武
者
あ

り
、
東
西
に
隊
を
分
け
、
関
声
を
あ
げ
て
戦
闘
の
擬
態
を
行
う
そ
の
有
様
は
、

『
住
吉
名
所
図
会
』
（
図
3
参
照
）
に
も
見
え
る
よ
う
に
一
風
流
に
較
べ
は
る
か
に

大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
の
後
に
恐
ら
く
は
植
女
が

御
田
を
廻
り
、
替
植
女
に
よ
る
植
付
の
儀
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『
住
吉
松

葉
大
記
』
に
は
そ
の
こ
と
に
関
す
る
記
述
が
見
え
な
い
が
、
『
住
吉
名
所
図
会
』

に
は
「
…
…
前
略
…
…
県
官
以
下
南
門
よ
り
神
館
の
中
門
を
出
て
、
神
田
代
の
座

に
著
す
、
植
女
等
御
田
の
南
の
岸
を
め
ぐ
る
　
次
に
社
僧
、
風
流
に
と
同
じ
く
廻

フ
ィ
ー
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る
。
次
に
本
田
楽
、
猿
楽
、
風
流
終
て
植
女
御
田
を
濃
る
。
田
楽
等
太
鼓
相
板
を

打
て
歌
ふ
…
…
下
略
…
…
、
」

　
と
あ
り
、
文
中
に
あ
る
猿
楽
は
恐
ら
く
練
法
師
の
所
作
の
こ
と
を
指
す
も
の
と

考
え
ら
れ
る
か
ら
、
先
の
『
住
吉
名
所
図
会
』
の
記
述
と
考
え
合
わ
せ
、
か
よ
う

に
判
断
す
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
再
び
田
楽
が
出
て
種
々
の
伎
を
行
う
。
そ
の
有
様
は
『
住
吉
名
所
図
会
』

（
図
2
参
照
）
に
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
所
で
あ
る
が
、
本
文
中
に
い
う
「
編
木
」

と
は
「
さ
さ
ら
」
、
「
弄
二
小
刀
一
」
と
は
刀
玉
、
「
木
脚
跳
登
」
と
は
高
足
を
そ
れ

ぞ
れ
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
後
に
こ
れ
も
又
戦
闘
の
擬
態
を
演
じ
た
佃
中
の
三
風
流
が
行
わ
れ
、
酒
肴

の
儀
が
持
た
れ
て
こ
の
式
を
終
了
す
る
。

　
こ
の
中
世
近
世
の
例
を
通
じ
て
、
御
田
の
式
法
に
は
基
本
的
な
構
成
が
見
ら
れ

る
。
そ
れ
は
、
ω
御
田
へ
の
練
込
み
、
②
早
苗
植
付
け
の
儀
　
㈹
諸
芸
能
の
演
奏

の
三
部
か
ら
成
り
、
こ
の
構
成
は
又
、
近
代
か
ら
現
行
に
至
る
当
神
事
に
も
そ
の

ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　
3
　
近
代
の
例

　
近
代
の
例
に
お
い
て
は
先
程
の
本
殿
祭
同
様
、
昭
和
四
年
の
手
文
を
そ
の
ま
ま

掲
載
し
た
別
掲
図
表
中
の
田
の
項
を
参
照
さ
れ
た
い
。
本
殿
祭
の
後
御
田
へ
は
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

の
よ
う
な
列
次
に
よ
っ
て
練
込
ま
れ
る
。

　
ω
金
棒
　
囲
楽
人
　
国
宮
司
　
㈲
職
事
　
㈲
奴
行
列
　
㈲
風
流
武
者
　
㎝
風
流

花
傘
　
㈹
八
乙
女
　
　
　
　
働
稚
児
　
⑳
植
女
　
ω
住
吉
踊
　
働
副
事

一
五
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こ
の
列
次
の
次
第
を
現
行
の
も
の
と
較
べ
る
と
ほ
と
ん
ど
大
き
な
相
違
は
認
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

ら
れ
な
い
。
こ
う
し
て
御
田
に
練
込
ん
だ
後
の
次
第
に
つ
い
て
も
、
別
掲
図
表
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

の
通
り
で
あ
る
が
、
現
行
の
次
第
と
も
大
差
な
く
又
い
ま
も
述
べ
た
基
本
的
な
三

部
の
構
成
も
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
往
年
と
異
る
と
こ

ろ
は
、
御
田
の
中
央
に
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
往
古
は
芸
能
は

御
田
の
北
に
建
立
さ
れ
て
い
た
御
田
桟
敷
の
前
で
演
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
『
摂

津
名
所
図
会
』
や
『
住
吉
名
所
図
会
』
の
絵
図
か
ら
も
解
る
。
御
田
桟
敷
に
は
総
官

を
初
め
神
宮
寺
所
司
や
諸
役
の
者
が
着
座
し
、
此
所
は
い
わ
ば
メ
イ
ン
ス
タ
ン
ド

の
如
き
場
所
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。
近
代
に
至
っ
て
は
そ
の
場
は
御
田
北
岸
の

五
月
殿
に
移
さ
れ
、
数
々
の
芸
能
は
こ
の
舞
台
上
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　
芸
能
の
上
で
は
、
風
流
武
者
行
事
、
棒
打
合
戦
な
ど
の
古
風
を
遺
す
も
の
と
、

住
吉
踊
、
八
乙
女
の
田
舞
、
替
植
女
の
田
植
歌
が
、
次
第
の
上
に
載
せ
ら
れ
て
い

る
。
住
吉
踊
が
、
少
く
と
も
近
世
以
降
こ
の
神
事
に
奉
納
さ
れ
来
っ
た
こ
と
は
す

で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
八
乙
女
の
田
舞
に
つ
い
て
は
、
次
第
の
上
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
お
と
め

こ
こ
に
初
見
す
る
。
こ
れ
は
当
社
の
御
巫
女
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
八
乙
女
舞
の
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ら
び
と
う
し
　
か
み
お
ろ
し
　
や
ま
と
ま
い
　
　
く
ま
の
ま
い

ち
の
一
曲
で
あ
っ
て
、
こ
の
他
に
も
、
白
拍
子
、
神
降
、
倭
舞
、
熊
野
舞
等
四
曲

が
、
現
在
も
伝
承
さ
れ
て
お
り
、
当
社
の
種
々
の
神
事
の
折
節
に
奏
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
等
の
諸
舞
曲
は
、
そ
の
歌
詞
に
す
で
に
奈
良
、
平
安
時
代
に
辿
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
舞
踊
そ
の
も
の
の
淵
源
も
そ
れ
ら
の
時
代

に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
田
舞
に
つ
い
て
は
、
そ
の
歌
詞
の
中
に

一
六

『
枕
草
子
』
二
〇
五
段
よ
り
引
用
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
皇
学
館
大
学
の
「
西
宮

一
民
」
氏
は
、
こ
の
舞
曲
を
中
世
農
民
の
田
植
歌
以
前
の
も
の
と
し
、
恐
ら
く
は

平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
初
期
に
亘
る
間
に
成
立
し
た
も
の
と
の
考
証
を
行
っ
て
い
る
。

　
か
よ
う
な
伝
統
的
な
田
舞
が
往
古
に
お
け
る
こ
の
神
事
の
次
第
の
上
に
何
故
現

わ
れ
な
か
っ
た
の
か
不
審
で
は
あ
る
が
、
こ
の
舞
は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
神

事
舞
で
あ
っ
て
当
社
に
お
い
て
も
神
前
奉
奏
以
外
門
外
不
出
の
も
の
と
し
て
伝
承

さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
芸
能
と
は
恐
ら
く
一
線
を
画
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
が
故
に
当
神
事
の
次
第
の
上
に
い
ず
れ
の
時
代

に
も
敢
え
て
記
載
さ
れ
ず
に
至
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
明
治
以

降
、
こ
の
神
事
が
再
編
さ
れ
る
に
及
ん
で
改
め
て
こ
の
舞
の
名
が
式
次
第
の
上
に

載
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
と
推
察
す
る
。

　
又
替
植
女
の
田
植
歌
は
恐
ら
く
現
行
に
行
わ
れ
る
田
植
踊
の
歌
謡
で
あ
ろ
う
。

こ
の
歌
は
口
碑
と
し
て
往
古
よ
り
住
吉
神
領
に
属
す
る
農
民
達
の
間
に
歌
い
継
が

れ
て
来
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
推
移
に
つ
い
て
は
未
だ
考
え
る
と
こ
ろ

を
得
て
い
な
い
。
こ
の
考
証
に
つ
い
て
は
後
日
に
期
す
。

　
以
上
、
御
田
植
神
事
に
お
け
る
祭
式
の
次
第
と
こ
こ
に
行
わ
れ
た
芸
能
の
変
遷

に
つ
い
て
述
べ
て
来
た
が
、
そ
の
式
次
第
の
基
本
的
な
構
成
は
各
時
代
を
通
じ
て

変
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
こ
に
行
わ
れ
る
芸
能
の
盛
衰
の

姿
を
併
せ
て
こ
の
神
事
を
観
れ
ば
、
や
は
り
大
き
な
変
革
の
道
を
辿
っ
て
今
日
に

及
ん
で
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
変
革
の
道
に
は
中
世
、
近
世
、
更
に

は
近
代
へ
と
辿
っ
た
わ
が
国
幣
能
史
の
実
相
の
一
端
が
投
影
さ
れ
甚
だ
興
味
深
い
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も
の
を
覚
え
る
。

　
又
こ
の
神
事
は
数
あ
る
住
吉
社
の
神
事
の
中
で
も
庶
民
性
の
豊
か
な
神
事
で
あ

る
。
な
れ
ば
こ
そ
、
中
世
よ
り
現
代
迄
の
長
き
に
亘
っ
て
の
存
続
を
可
能
な
ら
し

め
た
の
で
あ
り
、
又
そ
の
変
容
も
各
時
期
に
お
け
る
庶
民
の
嗜
向
を
敏
感
に
反
映

し
た
が
故
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
反
面
、
こ
の
神
事
に
は
中
世
以

来
の
保
守
性
伝
統
性
が
執
よ
う
に
守
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
硬
軟
両
様
の
混
合
が
実

に
自
然
に
隔
合
し
た
興
味
あ
る
祭
と
い
え
る
。
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住
吉
大
社
御
田
植
神
事
式
次
第
比
較
表

ω
　
紛
黛
式

②
本
殿
祭

（1）

中

世

当
日
総
画
権
官
氏
人
に
対
し
て
住
江
殿
で

見
参
之
儀
を
行
う

社
司
幣
殿
に
着
座

神
官
氏
人
着
座

四
所
に
供
物
の
備
進
を
行
う

猿
楽
参
集

植
女
参
入

神
人
植
女
に
松
葉
を
授
け
る

猿
楽
庭
中
に
歌
う

東
西
田
楽
神
宮
寺
塔
周
辺
に
て
奏
す
る

専
当
法
師
御
幣
を
奉
ず
る

田
楽
奏
す
る

尻
巻
奏
す
る

僧
中
風
流
を
奏
す
る

田
楽
を
奏
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
査
報
告

m
　
近

〔

世

〔皿〕

近

代

当
日
早
朝
神
主
館
に
お
い
て
長
競
之
儀
を

行
う
午
刻
、
総
官
侍
女
達
が
植
女
に
紅
粉
を
施
・

す植
女
達
扇
子
草
履
、
眉
等
を
賜
う

神
宮
寺
社
僧
植
女
達
に
罪
障
消
滅
の
修
法

を
行
う

恪
勤
役
人
植
女
に
田
植
装
束
を
与
え
る

午
後
二
時

肩
競
式
ヲ
行
ウ

．
続
イ
テ
細
工
式
ヲ
行
ウ

載
盃
式
ヲ
行
ウ

社
司
臼
田
に
着
座

神
官
氏
人
所
司
着
座

四
所
に
供
物
の
備
進
を
行
う

植
女
参
入
神
前
白
砂
に
着
す
る
。
神
人
植
．

女
に
松
葉
を
授
け
る

高
石
田
楽
伎
曲
を
奏
す
る

練
法
師
所
作
を
行
う

田
楽
を
奏
す
る

一
風
流
を
行
う

宮
司
以
下
第
一
本
殿
着
座

開
扉
午
後
四
時

献
緩
　
祝
詞
奏
上

奴
行
列
風
流
武
者

練
込
風
流
武
者
行
事

直
打
合
戦
先
ツ
両
軍
走
武
者
並
列
拝
礼
終

ッ
テ
両
軍
兵
進
入

珊
　
現

〔

行

午
前
十
時
半

植
女
、
稚
児
、
御
稔
女
神
館
に
至
る

職
事
副
事
着
座

植
女
に
対
し
て
粉
黛
を
施
す

載
盃
式
を
行
う

職
事
、
植
女
稚
児
御
稔
女
に
宣
状
を
授
け

る宮
司
以
下
祭
員
一
同
第
一
木
宮
所
定
の
座

に
つ
く

開
扉
　
前
論
　
祝
詞
奏
上

二
一
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一
三

㈲
　
御
田
式

猿
楽
風
流
を
奏
す
る

究
師
二
座
奏
す
る

翁
面
三
座
奏
す
る

総
官
以
下
御
田
代
座
に
着
く

植
女
御
田
南
岸
を
廻
る
。

次
東
西
田
楽
、
尻
野
僧
中
風
流
、

猿
楽
風
流
究
師
等
御
田
を
廻
る

次
植
女
御
田
を
渡
る

猿
楽
同
じ
く
渡
る

本
田
楽

総
官
権
官
以
下
御
田
桟
敷
に
着
す
る

植
女
田
楽
法
師
以
下
神
田
畔
を
廻
り

着
座

住
吉
踊

植
女
神
前
二
進
之
早
苗
ヲ
受
ク
早
苗
渡

（
神
人
）
御
田
式
場
二
向
フ

御
田
鋤
ヲ
始
ム

行
列
　
職
事
以
下
着
床

職
事
八
乙
女
、
歌
笛
笛
方
面
方
記
事
ノ
順

二
北
面
シ
テ
着
床
、
床
ハ
舞
台
桟
基
準
二

東
方
二
至
ル

楽
人
、
宮
司
、
先
箱
、
槍
、
白
熊
、
風
流

武
者
ハ
行
列
ノ
マ
マ
進
ミ
、
楽
人
宮
司
ハ

五
月
殿
前
に
着
床
、
先
箱
　
槍
、
白
熊
ハ

白
軍
控
所
ヨ
リ
東
寄
リ
ノ
処
二
列
ブ
、
風

流
武
者
ハ
舞
台
桟
ノ
正
南
二
北
面
ス

風
流
花
傘
ハ
舞
台
中
央
二
置
ク

稚
児
ハ
舞
台
二
進
ミ
北
ヲ
上
位
ト
シ
花
笠

ヲ
前
二
西
面
シ
テ
ナ
ラ
ブ

植
女
ハ
舞
台
二
進
ミ
北
ヲ
上
位
ト
シ
花
笠

ヲ
後
二
西
面
シ
テ
並
ブ

住
吉
踊
五
月
殿
南
端
マ
デ
踊
り
テ
控
席
二

着
ク

早
苗
授
受

神
水
授
受

玉
串
拝
礼

宮
司
以
下
諸
員
御
田
式
場
に
参
進

宮
司
以
下
館
員
諸
員
御
田
を
一
周
し
て
五

月
雨
等
各
々
所
定
の
座
に
着
く

御
田
修
板
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植
女
下
田
の
時
、
猿
楽
歌
唱
す
る

共
に
田
に
下
り
る

替
植
女
田
植
を
行
う

東
西
田
楽
寄
合
に
て
奏
す
る

僧
中
風
流
を
奏
す
る

植
女
替
植
女
に
早
苗
を
受
渡
す

（
錺
額
蓬
名
所
図
会
」
）

替
植
女
植
付
を
行
う

（
騎
暫
難
名
所
図
会
』
）

田
楽
伎
芸
を
行
う

練
法
師
所
作
を
行
う

僧
中
二
風
流
を
行
う

植
女
舞
台
ヨ
リ
早
苗
ヲ
下
植
女
二
渡
シ
五

月
目
二
入
ル

植
女
ハ
一
斉
二
西
欄
干
越
二
早
苗
ヲ
渡
シ

終
ッ
テ
東
面
ス

稚
児
植
女
ノ
順
二
上
位
ヨ
リ
退
場
控
席
二

向
フ
下
植
女
ハ
苗
ヲ
受
ケ
直
チ
ニ
御
田
ノ
北
畔

二
進
ミ
田
植
歌
ヲ
歌
ヒ
ツ
ツ
植
始
ム

御
田
鋤
ヲ
止
ム

職
事
以
下
着
床

田
舞
　
コ
ノ
間
下
植
女
田
植
歌
ヲ
止
ム

八
乙
女
五
月
殿
二
入
ル

八
乙
女
、
歌
方
、
笛
方
、
鼓
方
副
事
、
職

事
ノ
順
二
舞
台
ヲ
退
キ
控
席
二
着
床

風
流
武
者
繰
込

風
流
武
者
ハ
舞
台
ノ
北
側
中
央
二
西
面
シ

テ
着
床

風
流
武
者
神
事

神
列
〃
終
ッ
テ
南
面
シ
テ
着
床

面
打
合
戦

白
軍
五
月
殿
南
二
陣
ス

紅
軍
ハ
神
館
南
門
前
ノ
陣
二
屯
ス
。
白
軍

散
ラ
シ
ノ
神
事
ヲ
ナ
シ
テ
紅
軍
ノ
陣
二
入

ル
。
総
指
揮
者
ノ
命
二
依
リ
両
軍
棒
打
合

戦
終
ッ
テ
両
軍
共
二
南
出
ロ
ヨ
リ
退
場

早
苗
受
渡

御
田
中
央
舞
台
上

替
植
女
及
奉
二
者
植
付
け
を
始
む

八
乙
女
田
舞
を
舞
う

御
稔
女
神
田
代
舞
を
舞
う

風
流
武
者
行
事

夜
打
合
戦
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田
楽
奏
す
る

究
師
走
る

猿
楽
奏
す
る

酒
肴
の
儀

退
下

田
楽
、
さ
さ
ら
、
碧
玉
高
足
等
の
伎
を
行

ワ
つ

僧
中
三
風
流
を
行
う

酒
肴
の
儀

事
畢
退
下

替
植
女
田
植
歌
ヲ
歌
ヒ
ツ
ツ
植
終
る

御
田
式
場
ヨ
リ
第
一
本
殿
二
帰
ル

田
植
踊

住
吉
踊

宮
司
挨
拶

退
下

二
四
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侶
現
行
の
芸
能
に
つ
い
て

一
風
流
武
者
行
事
、
田
舞
、
田
植
踊
、
住
吉
踊
り
の
音
楽
と
舞
踊
の
記
録
と
分
析
一

℃
Φ
臥
。
『
ヨ
器
8
》
ヰ
ω
o
h
爵
Φ
幻
一
8
口
9
暮
貯
α
q
司
①
ω
固
く
巴
o
h
ω
口
巨
旨
ω
霞
∴
p
。
冨
冨大

谷

紀
美
子

　
本
論
文
で
は
お
田
植
神
事
芸
能
の
う
ち
音
楽
、
舞
踊
の
面
か
ら
特
に
興
味
深
い

も
の
を
選
び
、
音
楽
は
五
線
楽
譜
に
、
舞
踊
或
い
は
そ
れ
に
類
す
る
動
き
は
う
バ

ン
記
譜
法
に
よ
っ
て
採
譜
し
、
簡
単
な
考
察
を
行
っ
た
。
本
論
文
で
扱
っ
た
も
の

は
、
動
き
だ
け
の
も
の
で
は
風
流
武
者
行
事
及
び
棒
打
合
戦
の
入
場
の
際
の
動
作
、

音
楽
を
伴
う
舞
踊
で
は
同
神
社
の
巫
女
に
よ
る
田
舞
、
女
子
小
学
生
に
よ
る
田
植

踊
り
と
住
吉
踊
り
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
御
田
代
舞
が
あ
る
が
、
音
楽
及
び
舞
踊

の
性
格
が
著
し
く
異
な
る
の
で
本
論
文
で
は
と
り
あ
げ
て
い
な
い
。

　
御
田
植
神
事
に
つ
い
て
の
研
究
、
特
に
同
神
事
で
行
わ
れ
る
戸
々
の
芸
能
に
関

す
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
。
比
較
的
詳
し
い
報
告
と
し
て
は
、
米

国
の
現
代
舞
踊
家
、
エ
レ
ノ
ア
・
キ
ン
グ
氏
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
（
注
－
）
キ
ン

グ
氏
の
論
文
は
神
事
の
流
れ
を
追
い
つ
つ
、
個
々
の
芸
能
の
動
き
を
記
述
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
舞
踊
の
動
き
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
の
限
界
を
読
者
に
感
じ
さ

せ
る
。
ま
た
日
本
語
単
語
の
誤
訳
、
例
え
ば
御
田
代
舞
（
み
と
し
ろ
ま
い
）
を

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
査
報
告

び
＄
仁
自
費
一
四
巳
毒
匡
8
α
田
口
。
Φ
と
訳
し
た
り
演
目
と
演
者
の
名
が
入
れ
か
わ
っ

て
い
た
り
、
細
か
い
点
で
の
誤
り
が
目
立
つ
。

一、

覧
ｬ
武
者
行
事

　
風
流
武
者
姿
の
男
性
が
左
手
に
長
刀
、
右
手
に
扇
を
持
ち
賢
台
す
る
。
（
図
1

参
照
）
舞
台
中
央
に
立
ち
一
礼
し
、
隠
蟹
へ
進
む
、
（
図
2
参
照
）
宇
角
で
開
い

た
扇
を
上
に
か
ざ
し
、
右
翼
を
高
く
上
げ
、
次
に
混
ま
ず
く
。
そ
の
姿
勢
で
、
扇

を
ヒ
ラ
ヒ
ラ
と
は
た
め
か
せ
乍
ら
、
右
腕
を
大
き
く
二
度
廻
す
。
　
次
に
立
ち
上

り
、
右
廻
り
を
し
舞
台
中
央
に
戻
る
。
そ
こ
か
ら
次
の
角
へ
進
み
同
じ
動
作
を
繰

り
返
す
。
再
び
中
央
に
戻
る
。
同
じ
動
作
を
四
角
で
繰
り
返
し
、
最
後
に
舞
台
中

央
で
一
礼
し
終
る
。
（
譜
例
1
参
照
）
こ
の
後
、
武
者
は
舞
台
中
央
に
腰
を
か
け
、

ほ
ら
貝
、
荷
太
鉦
鼓
の
武
者
達
が
登
台
し
、
風
流
武
者
を
囲
み
演
奏
し
、
棒
打
合

戦
が
終
る
迄
留
ま
っ
て
い
る
。

二
五
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二
、
棒
打
合
戦
の
武
者
の
登
場

　
男
子
大
勢
が
御
田
の
側
で
行
う
棒
打
合
戦
に
先
だ
っ
て
、
数
名
の
男
子
が
特
定

の
動
作
を
繰
り
返
し
な
が
ら
御
田
の
両
側
へ
登
場
す
る
。
棒
を
右
脇
に
両
手
で
支

え
六
歩
前
進
し
、
七
歩
目
に
棒
を
前
に
突
き
出
し
、
次
に
頭
上
に
か
ざ
し
三
歩
戻

る
。
（
譜
例
2
参
照
）

三
、
田

舞

　
田
舞
は
現
在
、
住
吉
大
社
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
五
つ
の
八
乙
女
舞
（
注
2
）
の
一

つ
で
あ
り
、
お
田
植
神
事
に
の
み
舞
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
衣
裳
は
白
衣
に
緋
の

袴
、
緋
色
の
た
す
き
を
か
け
、
頭
上
に
は
開
い
た
扇
の
上
に
紫
色
の
菖
蒲
の
生
花

を
飾
っ
た
も
の
を
つ
け
る
。
雅
楽
の
楽
人
（
龍
笛
、
纂
　
、
笙
）
の
先
導
に
よ
っ

て
舞
人
で
あ
る
八
人
の
巫
女
と
音
楽
を
奏
す
る
二
人
の
神
官
が
行
列
し
舞
台
へ
進

む
。
神
官
は
舞
台
の
左
手
（
図
3
参
照
）
に
坐
し
、
巫
女
は
中
央
に
置
か
れ
た
風

流
傘
を
中
心
に
円
陣
を
作
る
。

　
音
楽
は
歌
、
神
楽
笛
、
笏
拍
子
で
演
奏
さ
れ
る
。
笏
拍
子
は
歌
い
手
に
よ
っ
て

奏
さ
れ
る
。
歌
は
本
歌
と
四
季
の
歌
か
ら
な
っ
て
い
る
。
本
歌
は
内
容
の
上
か
ら

前
半
と
後
半
に
分
か
れ
、
四
季
の
歌
は
春
夏
秋
冬
を
詠
み
込
ん
だ
歌
詞
で
、
一
番

ご
と
の
終
り
に
、
意
味
の
な
い
難
子
言
葉
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
。

1
1
歌
詞
H

　
　
本
歌

み
ま
し
も
し
げ
や

わ
か
な
へ
と
る
て
や
は

し
ら
た
ま
と
る
て
こ
そ

し
ら
た
ま
な
ゆ
ら

ほ
と
と
ぎ
す
を
れ
よ

か
や
つ
よ
れ
な
き
て
そ

わ
れ
は
よ
に
た
つ
よ

わ
れ
は
よ
に
た
つ

　
四
季
の
歌

は
る
の
た
を

あ
ら
す
き
か
え
せ
ば

な
は
し
ろ
み
ず
に

は
な
の
な
み
た
つ

《
や
よ
　
あ
り
ゃ

　
そ
や
　
そ
や
　
そ
や
そ

　
あ
り
ゃ
そ
》

こ
の
あ
さ
げ

あ
を
く
も
い
で
ぬ

二
六

87



さ
み
た
れ
は
れ
ぬ

な
へ
う
ゑ
こ
ど
も

《
以
下
同
じ
》

あ
き
の
た
を

か
り
わ
け
ゆ
け
ば

い
な
は
の
つ
ゆ
に

す
そ
ぬ
れ
ぬ
れ
ぬ

《
以
下
同
じ
》

ふ
ゆ
の
た
を

い
な
く
き
か
へ
せ

こ
ほ
ら
ぬ
さ
き
に

む
ぎ
ま
け
こ
ど
も

《
以
下
同
じ
》

　
西
宮
一
民
氏
（
注
3
）
に
よ
る
と
本
歌
の
後
半
は
『
枕
草
子
』
（
注
4
）
第
二
〇
五

段
に
み
ら
れ
る
も
の
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
平
安
中
期
に
あ
っ
た
歌
が
伝
承
さ
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
四
季
の
歌
に
つ
い
て
同
氏
は
「
中
世
農
民
の
田
植
歌
〈
広
島

地
方
に
残
っ
て
い
る
『
田
植
草
紙
」
〉
以
前
の
掛
合
型
式
の
短
詩
形
で
は
な
か
ろ

う
か
。
鎌
倉
初
期
か
平
安
末
期
と
推
定
さ
れ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
（
注
5
）

フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
調
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本
歌
は
先
に
歌
詞
を
内
容
上
か
ら
前
半
と
後
半
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
た
が
、

旋
律
と
舞
踊
は
、
歌
詞
の
前
半
の
部
分
の
も
の
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
も
の
が
、
後
半

に
繰
り
返
え
さ
れ
る
。

H
旋
律
”

　
（
譜
例
6
参
照
）

　
拍
節
の
は
っ
き
り
し
た
施
律
な
の
で
全
体
を
3
4
拍
子
に
採
譜
し
た
。
第
一
拍
が

強
拍
で
、
第
二
拍
が
弱
拍
で
あ
り
、
全
体
を
通
じ
て
強
拍
に
笏
拍
子
が
奏
さ
れ
て

い
る
。
第
一
小
節
の
第
一
拍
目
の
笏
拍
子
は
空
拍
子
で
あ
り
、
歌
の
開
始
よ
り
一

拍
早
く
、
歌
の
一
拍
目
、
す
な
わ
ち
歌
の
最
初
の
小
節
に
は
笏
拍
子
は
は
い
ら
な

い
。
最
初
の
六
小
節
は
笏
拍
子
と
歌
の
み
で
あ
る
。
神
楽
歌
等
、
こ
の
最
初
の
部

分
は
拍
節
の
は
っ
き
り
と
し
な
い
自
由
リ
ズ
ム
風
に
歌
わ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る

が
、
こ
の
曲
の
場
合
、
最
初
か
ら
舞
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
少
し
テ
ン
ポ
が

遅
く
な
っ
て
い
る
の
み
で
、
最
初
か
ら
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
拍
節
感
を
持
っ

て
い
る
。
第
七
小
節
目
か
ら
神
楽
笛
が
は
い
り
、
全
部
で
九
十
七
小
節
で
あ
る
。

前
半
は
四
十
八
小
節
、
後
半
は
四
十
九
小
節
か
ら
な
っ
て
い
る
。
前
半
の
終
り
四

十
八
小
節
目
は
か
な
り
緩
く
り
と
な
り
、
曲
の
一
段
落
を
お
も
わ
せ
る
。
歌
は
ほ

と
ん
ど
全
体
を
通
じ
て
二
小
節
ご
と
に
息
つ
ぎ
が
あ
り
、
採
譜
に
は
あ
ら
わ
さ
れ

て
い
な
い
が
、
そ
の
度
に
ほ
ん
の
少
し
最
後
の
拍
が
延
び
る
よ
う
で
あ
る
。
歌
と

笛
は
全
く
で
は
な
い
が
、
施
無
線
及
び
リ
ズ
ム
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
い
え
よ
う
。

　
前
半
と
後
半
で
歌
の
施
律
の
異
る
個
所
を
あ
げ
る
。
ま
ず
、
リ
ズ
ム
の
点
で
異

る
の
は
、
二
十
一
小
節
と
六
十
九
、
七
十
小
節
で
あ
る
。
二
十
一
小
節
の
ほ
う
は

二
七
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八
分
音
符
二
つ
に
な
っ
て
い
る
が
、
六
十
九
小
節
で
は
「
な
」
の
生
み
字
「
ア
」

が
挿
入
さ
れ
、
「
き
て
」
が
四
分
音
符
で
一
小
節
を
形
成
し
て
い
る
。
三
十
二
小

節
と
八
十
一
小
節
は
後
者
の
第
二
沼
目
の
音
量
が
下
り
、
息
つ
ぎ
が
一
拍
に
延
び

た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
両
者
は
同
じ
だ
と
い
え
る
。
四
十
八
小
節

と
九
十
七
小
節
は
半
終
止
と
完
全
終
止
の
違
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
音
高

の
異
る
個
所
を
あ
げ
る
と
、
一
～
二
小
節
と
四
十
九
～
五
十
小
節
が
あ
る
。
し
か

し
、
前
者
は
曲
の
出
だ
し
で
、
音
変
が
不
安
定
な
た
め
異
る
と
み
な
す
ほ
う
が
適

当
で
あ
ろ
う
。
三
十
九
小
節
と
七
十
八
小
節
、
三
十
八
小
節
と
八
十
七
小
節
、
四

十
二
小
節
と
九
十
一
小
節
は
い
ず
れ
も
長
三
度
、
或
い
は
短
三
度
下
降
で
あ
る
が
、

歌
い
手
の
音
高
が
か
な
り
不
安
定
で
あ
る
の
で
、
偶
然
起
っ
た
違
い
で
あ
っ
て
、

重
要
な
個
所
と
は
お
も
わ
れ
な
い
。
四
十
一
小
節
と
九
十
小
節
は
二
拍
延
び
る
音

が
時
と
し
て
短
二
度
グ
リ
ッ
サ
ン
ド
風
に
下
る
こ
と
も
あ
る
の
を
示
し
て
い
る
。

四
十
三
～
四
十
四
小
節
と
九
十
二
～
九
十
三
小
節
は
、
各
々
そ
の
前
小
節
の
音
高

が
下
っ
た
か
ど
う
か
で
、
順
次
音
高
に
影
響
が
み
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
も
特
に
問

題
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
以
上
、
本
歌
は
本
質
的
に
は
同
一
の
施
律
が
繰
り
返

え
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
四
季
の
歌
は
有
節
形
式
を
と
っ
て
い
る
。
全
体
は
二
十
五
小
節
で
、
本
歌
と
同

様
％
拍
子
に
採
譜
し
た
が
、
テ
ン
ポ
は
本
歌
よ
り
少
し
速
い
。
最
初
の
四
小
節
は

歌
の
み
で
、
ほ
ん
の
少
し
緩
つ
く
り
し
て
い
る
。
五
小
節
目
か
ら
神
楽
笛
と
笏
拍

子
が
は
い
る
。
十
七
小
節
か
ら
終
り
迄
は
、
一
～
四
番
ま
で
歌
詞
、
施
律
と
も
に

難
し
言
葉
風
の
も
の
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
。

二
八

”
器
財

　
（
譜
例
3
参
照
）

　
舞
踊
は
円
陣
を
作
り
、
全
員
が
円
の
中
心
を
向
く
か
、
右
廻
り
に
円
全
体
が
廻

る
動
き
か
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
構
成
は
施
律
と
同
じ
で
、
前
半
と
後
半
は
同
じ

動
き
で
あ
る
。
後
半
に
施
律
が
一
小
節
多
い
個
所
、
す
な
わ
ち
六
十
九
～
七
十
小

節
は
、
舞
踊
は
二
拍
分
同
じ
姿
勢
を
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い
る
。
身
体

の
使
い
方
は
、
上
半
身
（
特
に
両
腕
）
の
動
き
が
ほ
と
ん
ど
で
、
下
半
身
（
脚
及

び
足
）
の
動
き
は
歩
行
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
歩
行
は
円
を
右
廻
り
す
る
か
、
或

い
は
そ
の
場
で
右
、
ま
た
は
左
廻
り
を
す
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
歩
行
の
際
、
腕

は
n
然
に
下
げ
た
状
態
（
静
止
の
時
の
姿
勢
と
同
じ
）
、
　
或
い
は
、
片
方
の
腕
を

体
の
前
方
に
か
ざ
し
た
状
態
な
ど
で
、
歩
行
中
同
じ
位
麗
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
。
腕
の
動
作
が
比
較
的
活
発
な
場
合
は
、
足
は
静
止
し
て
い
る
。
体
の
各

部
が
同
時
に
別
々
の
方
向
へ
む
け
て
異
質
の
運
動
を
行
う
こ
と
は
な
い
。

　
舞
踊
は
本
歌
と
四
季
の
歌
を
通
じ
て
、
短
い
も
の
は
一
小
節
、
長
い
も
の
は
七

小
節
の
単
一
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
一
単
位
の
長
さ
は
　
定
で
は
な
い

が
、
各
々
、
両
足
を
揃
え
両
手
を
自
然
に
下
げ
た
静
止
の
状
態
か
ら
始
ま
り
、
ま

た
そ
の
状
態
に
戻
る
と
こ
ろ
迄
を
一
単
位
と
み
な
し
た
。
或
い
は
静
止
の
状
態
に

戻
ら
な
く
て
、
そ
の
ま
ま
次
の
単
位
に
移
す
る
も
の
で
も
、
同
じ
動
作
が
再
現
さ

れ
る
も
の
は
一
単
位
と
み
な
し
た
。
各
々
の
単
】
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
つ

け
（
譜
面
4
を
参
照
）
、
　
③
～
⑮
の
十
一
種
類
の
単
位
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
に
は
同
記
号
を
、
少
し
異
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る
が
同
種
の
も
の
は
、
例
え
ば
、
同
じ
動
作
だ
が
テ
ン
ポ
の
異
る
も
の
に
は
か
、

が
な
ど
小
文
字
の
数
早
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
右
肩
に
付
け
て
印
し
た
。

　
ラ
バ
ン
記
譜
法
で
記
録
は
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位
を
箇
単
に
言
葉
で
記

述
し
た
い
。
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
に
新
た
に
付
し
た
の

で
、
田
舞
の
④
と
田
植
踊
の
③
と
は
何
ら
の
関
連
性
は
な
い
。
）

④
　
両
袖
口
を
把
み
横
に
出
し
た
左
腕
に
袖
を
の
せ
、
右
腕
、
左
腕
を
交
互
に
一

　
回
つ
つ
廻
わ
し
、
袖
口
を
離
し
、
両
腕
を
自
然
に
横
に
下
げ
る
。

⑤
手
の
平
を
外
へ
向
け
、
両
腕
を
前
方
に
延
ば
し
手
の
平
で
円
を
描
く
よ
う
に

　
静
止
の
姿
勢
の
位
置
に
も
た
ら
す
。

⑥
両
腕
を
下
げ
た
ま
ま
で
、
そ
の
場
を
小
さ
く
右
廻
り
す
る
。

＠
両
腕
を
左
側
に
延
ば
し
、
大
き
く
体
の
前
で
円
を
描
く
よ
う
に
一
廻
転
さ
せ
、

　
右
側
で
と
め
る
。
同
じ
動
作
を
逆
の
方
向
に
行
う
。

◎
　
右
腕
を
前
に
か
ざ
し
、
そ
の
場
で
右
廻
り
。

⑥
体
の
前
で
手
首
を
交
叉
さ
せ
、
次
に
両
側
に
開
く
。
両
横
に
延
ば
し
た
腕
の

　
ま
ま
、
右
手
首
、
次
に
左
手
首
を
廻
す
。
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
に
し
た
手
を
最
後
に

　
開
く
。

⑧
右
腕
を
体
の
前
方
、
手
の
平
は
体
の
方
向
に
向
け
、
縦
に
廻
わ
し
、
右
足
を

　
一
歩
出
す
。
同
じ
動
作
を
左
で
行
う
。

⑥
腕
の
動
作
を
伴
い
、
一
歩
つ
つ
止
り
な
が
ら
、
そ
の
場
を
限
り
廻
り
す
る
。

③
に
ぎ
り
こ
ぶ
し
に
し
た
両
手
を
体
の
前
に
延
ば
し
、
右
は
左
の
上
に
の
せ

　
る
。
右
手
を
早
い
動
作
で
開
き
、
両
手
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
、
そ
の
場
を
右

フ
ィ
ー
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ク
調
査
報
告

　
廻
り
す
る
。

①
左
手
の
平
を
外
へ
向
け
左
腕
を
前
方
に
延
ば
し
、
右
手
の
平
は
体
に
向
け
腕

　
を
ま
げ
体
に
近
づ
け
、
同
時
に
、
右
足
を
一
歩
前
に
出
す
。
左
、
右
、
左
と
同

　
じ
動
作
を
繰
り
返
し
円
周
を
下
廻
り
す
る
。

⑱
　
両
腕
は
両
脇
に
下
げ
た
状
態
で
、
右
、
左
と
一
度
つ
つ
踵
を
あ
げ
重
心
を
他

　
の
足
に
移
す
。

　
動
作
の
単
位
を
類
似
し
た
性
格
に
よ
っ
て
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
④
⑤
④
①
は
足
は
静
止
の
状
態
で
、
腕
の
み
の
運
動
。

　
◎
⑮
は
足
、
脚
の
み
運
動
、
腕
は
下
げ
た
状
態
。

　
◎
⑧
⑤
①
◎
は
腕
、
脚
、
足
の
運
動
。
し
か
し
◎
、
と
①
は
腕
は
同
一
分
置
に

静
止
し
た
ま
ま
で
あ
り
、
⑧
は
腕
と
足
が
交
互
に
運
動
し
、
⑤
と
①
の
み
が
両
方

同
時
に
迦
動
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
パ
ン
ト
マ
イ
ム
風
な
動
き
の
個
所
は
⑤
で
あ
る
。
⑤
は
歌
詞
の
「
あ
ら
す
き
か

へ
せ
ば
　
な
わ
し
ろ
み
ず
に
」
の
個
所
で
、
田
を
耕
す
動
作
を
模
倣
す
る
。
⑤
は

「
か
り
わ
け
ゆ
け
ば
　
い
な
は
の
つ
ゆ
に
」
の
個
所
で
、
稲
を
刈
る
動
作
を
模
倣

し
て
い
る
。

　
二
十
三
～
三
十
小
節
と
三
十
六
～
四
十
二
小
節
の
「
し
ら
た
ま
」
の
個
所
は
、

歌
訓
、
旋
律
、
舞
踊
と
も
に
ま
っ
た
く
同
じ
も
の
を
繰
り
返
す
。
四
季
の
歌
の

「
や
よ
　
あ
り
ゃ
　
そ
や
　
そ
や
　
そ
や
そ
　
あ
り
ゃ
そ
」
の
個
所
は
、
春
夏
秋

冬
を
通
じ
て
、
歌
詞
、
施
律
、
舞
踊
と
同
じ
も
の
の
繰
り
返
し
で
あ
る
。
こ
れ
ら

二
つ
以
外
に
は
、
歌
詞
、
旋
律
及
び
舞
踊
の
三
つ
が
対
応
す
る
個
所
は
な
い
。

二
九
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舞
の
構
成
を
記
号
で
あ
ら
わ
す
と
次
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

畳
蝉

瞬

〒
国
　
び
　
o
　
α
　
び
　
o
　
o
　
h
　
α
q
　
o
μ
h
　
σ
q
　
o
μ
↑
…
ニ

び
μ
げ

げ
μ

び
・
。

び
μ
σ
q
μ
〇
四

び
μ

び
塾
。

び
μ
げ
μ
吋
　
び
μ

び
駆
，

び
μ
ゲ
鵠

げ
μ

σ
。
。

四
、
田
　
植
　
踊
　
り

　
田
植
踊
り
は
、
替
植
女
と
同
じ
衣
裳
、
白
装
束
に
赤
い
た
す
き
を
か
け
笠
を
か

ぶ
っ
て
い
る
。
舞
台
上
に
は
命
名
の
女
子
小
学
生
が
円
を
つ
く
り
、
御
田
の
周
囲

で
は
数
十
名
の
女
の
子
が
同
じ
よ
う
に
踊
る
。
音
楽
は
音
頭
（
年
輩
の
女
性
一
人
）

が
舞
台
下
の
御
田
の
中
（
図
4
参
照
）
に
置
か
れ
た
太
鼓
の
そ
ば
で
歌
う
。
太
鼓

も
音
頭
が
た
た
く
。
歌
は
く
ど
き
風
で
、
メ
リ
ス
マ
の
多
い
歌
で
あ
る
。
歌
詞
は

い
く
つ
か
あ
り
、
同
じ
旋
律
で
繰
り
返
し
歌
わ
れ
る
。
本
論
文
で
は
一
首
を
例
と

し
て
採
譜
し
た
。

”
歌
詞
H

　
神
の
田
植
に
目
に
立
つ
も
の
は
　
並
ぶ
乙
女
の
赤
だ
す
き

　
字
数
は
七
七
七
五
で
あ
る
が
、
中
間
に
「
あ
一
」
や
「
や
れ
」
と
い
う
言
葉
の

挿
入
や
、
踊
り
手
達
に
よ
る
「
あ
一
ち
ょ
い
と
、
ち
ょ
い
と
」
の
難
し
言
葉
が
は

い
り
、
実
際
に
歌
わ
れ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

やあやああ
れ1れ11

神
の
み
お
田
植
に
　
あ
一
ち
ょ
い
と
ち
ょ
い
と

目
に
立
つ
も
の
は

乙
女
の
赤
だ
す
き
よ

乙
女
の
並
ぶ

乙
女
の
赤
い
だ
　
あ
！
ち
ょ
い
と
ち
ょ
い
と

三
〇

　
だ
す
き
よ

（
譜
例
7
参
照
）

H
舞
踊
町

（
譜
例
4
参
照
）

　
踊
り
は
円
の
中
心
を
向
く
か
、
円
陣
を
全
員
が
右
廻
り
す
る
か
が
ほ
と
ん
ど

で
、
｝
個
所
、
円
の
外
側
を
向
く
と
こ
ろ
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
歩
行
は
前
進
、

つ
ま
り
円
全
体
が
右
廻
り
す
る
か
、
全
員
が
円
の
中
心
を
向
き
横
へ
歩
く
の
か
、

こ
の
際
円
は
右
廻
り
す
る
の
で
、
踊
り
手
達
は
左
へ
歩
く
こ
と
に
な
る
。
前
進
は

す
る
が
一
歩
つ
つ
足
を
閉
じ
る
（
一
歩
踏
み
出
し
、
次
の
足
を
揃
え
．
次
に
揃
え

た
方
の
足
を
一
歩
前
に
踏
み
出
し
次
の
足
を
揃
え
る
こ
と
の
繰
り
返
し
）
の
三
種

類
で
あ
る
。

　
田
舞
と
同
様
に
単
位
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
、
一
単
位
の
始
め
と
終
り

の
姿
勢
に
よ
る
区
切
り
方
は
適
用
出
来
な
い
。
む
し
ろ
、
一
連
の
動
作
が
何
回
か

反
復
さ
れ
、
次
の
異
る
性
質
の
動
作
に
移
っ
て
い
く
の
で
、
動
作
の
性
質
に
よ
っ

て
区
分
し
、
順
に
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
記
号
を
つ
け
る
と
、
③
～
⑧
の
七
種
類
と
な

る
。
（
譜
例
6
を
参
照
）
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④
　
右
手
を
笠
に
そ
え
左
手
は
た
す
き
を
握
り
八
歩
前
進
し
止
る
。

⑤
　
円
の
中
心
を
向
き
手
を
二
つ
叩
く
。

◎
　
円
の
中
心
を
向
き
、
腰
を
か
が
め
、
そ
の
際
右
手
を
前
に
の
ば
す
。
三
回
繰

　
り
返
す
。

④
　
円
の
中
心
を
向
き
両
隣
り
と
手
を
つ
な
い
で
左
へ
九
歩
歩
く
。

◎
　
両
手
を
笠
に
添
え
円
の
外
側
を
向
き
左
足
に
重
心
を
か
け
止
ま
る
。

⑥
一
歩
つ
つ
前
進
し
て
は
両
足
を
揃
え
る
。
そ
の
際
、
両
腕
を
延
ば
し
て
体
に

つ
け
る
よ
う
に
縮
め
る
。

⑧
両
手
で
胸
の
た
す
き
を
把
み
、
両
足
に
重
心
を
か
け
た
ま
ま
、
体
全
体
を

　
右
、
左
に
四
回
ね
じ
る
。

　
⑤
⑥
◎
⑧
は
足
が
静
止
し
た
状
態
で
、
⑨
は
体
全
部
静
止
し
て
い
る
。
＠
＠
④

は
歩
行
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
④
と
④
は
腕
は
同
じ
位
置
に
保
た
れ
て
い
る
。
⑥

の
み
が
腕
と
足
が
同
時
に
運
動
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
パ
ン
ト
マ
イ
ム
風
な
動
き
は
、
◎
の
個
所
が
種
を
ま
く
か
、
或
い
は
苗
を
植
え

る
動
作
を
模
倣
し
て
い
る
が
、
歌
詞
と
は
関
連
し
な
い
動
作
で
あ
る
。

　
歌
全
体
は
拍
節
の
は
っ
き
り
し
な
い
歌
い
方
で
あ
る
が
、
難
し
の
「
あ
一
　
ち

ょ
い
と
　
ち
ょ
い
と
」
の
個
所
は
常
に
は
っ
き
り
と
し
た
拍
を
持
ち
、
ま
た
太
鼓

が
叩
か
れ
る
の
で
特
に
強
調
さ
れ
る
。
次
の
動
作
に
移
る
の
に
は
、
か
な
ら
ず
動

作
の
単
位
の
最
初
が
、
「
あ
一
」
や
「
や
れ
」
で
始
ま
る
の
で
踊
り
手
に
そ
れ
ら

の
言
葉
が
合
図
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
舞
踊
の
構
成
を
記
号
で
あ
ら
わ
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ブ
イ
ー
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げ
　
o
　
巨
　
①
　
h
　
び
　
α
q

こ
の
一
ま
と
ま
り
が
、
何
度
も
反
復
さ
れ
る
。

五
、
住
　
吉
　
踊
　
り

　
住
吉
踊
り
は
、
白
衣
に
黒
の
短
い
裳
、
手
甲
、
脚
腓
を
つ
け
、
笠
を
か
ぶ
っ
て

い
る
。
舞
台
中
央
に
風
流
傘
を
置
き
、
音
頭
が
そ
の
下
に
立
つ
。
踊
り
手
は
、
や

は
り
田
植
踊
り
同
様
、
小
学
生
の
女
子
達
で
、
舞
台
上
に
数
名
が
風
流
傘
を
中
心

に
円
を
作
り
、
御
田
の
周
囲
に
は
数
百
名
が
並
ぶ
。
音
頭
は
年
輩
の
男
性
で
、
拍

子
木
を
叩
き
な
が
ら
歌
う
。
踊
り
手
は
時
折
、
か
け
声
の
よ
う
な
難
し
言
葉
を
い

う
。
拍
子
木
以
外
、
楽
器
は
何
も
用
い
ら
れ
な
い
が
、
踊
り
手
の
持
つ
う
ち
わ
に

つ
け
ら
れ
た
鈴
と
、
う
ち
わ
と
手
を
叩
き
合
わ
せ
る
音
が
は
い
り
、
ま
た
、
ホ
ッ

プ
の
度
の
足
音
も
混
ざ
り
合
っ
て
、
軽
快
な
音
が
加
わ
る
。

”
歌
詞
”

　
え
1
住
吉
様
の
　
い
や
ほ
え

　
え
！
住
吉
様
の
　
い
や
ほ
え

　
あ
ら
お
も
し
ろ
の
神
々

　
え
1
住
吉
様
の
　
い
や
ほ
え

　
天
長
く
地
久
し

　
（
以
下
　
え
i
住
吉
様
の
　
い
や
ほ
え
は
略
）

　
天
下
泰
平
国
土
安
全

一一
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五
穀
豊
穣
民
栄
え

　
治
る
御
代
の
た
め
し
と
て

　
か
ね
て
ぞ
植
え
し
住
吉
の

　
岸
の
姫
松
目
出
た
さ
よ
。

　
一
節
ご
と
に
「
え
i
　
住
吉
様
の
」
が
音
頭
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
、
踊
り
手
達
が

「
い
や
ほ
え
」
と
難
ず
。
歌
詞
は
字
余
り
や
不
足
は
あ
る
が
、
原
則
と
し
て
七
五

調
で
あ
る
。

”
旋
律
口

　
（
悪
例
8
参
照
）

　
旋
律
は
同
一
の
も
の
が
繰
り
返
え
さ
れ
る
が
、
曲
の
終
り
の
み
終
止
感
を
持
っ

た
旋
律
と
な
る
。
旋
律
は
拍
子
木
の
音
に
よ
っ
て
拍
節
感
の
は
っ
き
り
と
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
弱
強
　
弱
強
の
繰
り
返
え
し
で
あ
る
。

”
舞
踊
”

　
（
譜
例
5
参
照
）

　
舞
踊
は
単
純
な
パ
タ
ー
ン
、
つ
ま
り
ス
テ
ッ
プ
と
ホ
ッ
プ
の
連
続
で
、
円
を
全

員
が
右
廻
り
す
る
。
腕
は
ホ
ッ
プ
の
時
に
前
方
左
、
前
方
右
、
後
方
、
前
方
上
、

の
順
で
右
手
に
持
っ
た
う
ち
わ
と
左
手
を
叩
き
合
わ
せ
る
。
ホ
ッ
プ
は
旋
律
の
強

拍
、
つ
ま
り
、
拍
子
木
の
強
拍
と
対
応
し
て
い
る
。
以
上
の
動
作
が
歌
の
続
く
間

反
復
さ
れ
る
。

三
二

音
楽
的
に
も
舞
踊
的
に
も
性
質
が
大
き
く
異
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
考
察
し
な

か
っ
た
御
田
代
舞
は
安
江
不
空
作
詞
杵
屋
佐
吉
作
曲
で
、
三
味
線
と
鳴
物
の
は
い

っ
た
長
唄
で
、
舞
踊
は
新
町
廓
の
芸
妓
に
よ
っ
て
踊
ら
れ
る
歌
舞
伎
舞
踊
風
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
他
の
舞
踊
と
ま
っ
た
く
異
質
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
行

事
に
、
種
々
の
異
る
性
格
の
芸
能
が
伝
承
さ
れ
、
或
い
は
新
し
く
加
え
ら
れ
、
発

展
変
化
し
て
い
く
有
様
の
一
つ
の
例
と
し
て
、
住
吉
大
社
お
田
植
神
事
は
大
変
に

意
義
が
あ
り
、
芸
能
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
興
味
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
田

舞
、
田
植
踊
り
な
ど
音
楽
や
舞
踊
の
内
容
か
ら
成
立
年
代
を
推
測
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
る
が
、
現
在
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は

非
常
に
有
意
義
だ
と
思
っ
て
い
る
。
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一
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田
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神
降
、
倭
舞
、
熊
野
舞

西
宮
一
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吉
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歌
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以
上
、
五
つ
の
芸
能
の
音
楽
と
動
き
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
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　　　　　　　　　　　　五線記譜法

出発音の実音は括弧で最初に示した。

拍節のはっきりした曲の小節数はラバン記譜法の小節数と一致する。

生み字は片仮名で区別した。

4）音高のはっきりしない音は　　で示した。

・））＿Nグ・サ・・風に下・
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現行の芸能についての図と譜例
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1）記号の

　凡例 D
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〈］ii’

扇

三番

笠

うちわ

ラパン記譜法

2）　田舞及び田植踊りの譜の左側に縦線を引き、アル

　ファベット記号を付したのは、動きの一単位で、本

　文の記号と一致する。
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